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1〉内は蒲月との比較

町
老
人
ク
ラ
ブ
会
報
編
集
蚕

1

温漿鑓雛臼
撃｛ 1濃泉センター1翠の湯

3月
7・葉4
2唾・28

冬季休業

4月
轟：琵

駄
ゼ．

，論1

幽駄
團團
〔
お碗

菱趣

お《

小野塞

灘端

久保野

久保E

め蟹薦《離》　　　　（生鰯蕪
ヨ、やん　　轡藤淳…・芳江さん

　　　　松之蜘（柏薬麗）　8・2・9

お《寧み《蹴》　　　（死亡年1捌
小野塚悌二二さん　65歳
　　　　　　松之撫（薄　麗）　8・1・3コ

灘端蘂介券ん64歳
　　　　　　桑蟻之L舞（儲 欝）　8．2・2
久保躍∬3さん　96歳
　　　　　　紙　田（璽兵工）　8・2・n

久醐燈綾水黙友八〉　8．2、ま2

本山　セイさん　88歳
　　　　　　松之蜘（大溝水〉　8・2・怖

橿漂　實松さん　欝歳
　　　　　　天水越（隠　罎〉　8・2・26
※2月崖鷺から29総までの素愚と銭分です葺

※広報に載せてほしくない方は、繍餓のとき
　に窓【葺にお話しください。

｝　　　　　　　　24　22　3　　　　23　22　19　董6　王5

1　　　　　鷺　照弩　　照　臼　縫　El韓

　
　
　
　
編
集
室
か
ら

　
三
月
に
入
り
、
「
も
う
じ
き
春
だ
」

と
心
浮
き
浮
き
し
て
い
る
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
冬

は
予
想
外
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
屡

根
の
雪
お
ろ
し
な
ど
で
大
変
に
つ
ら

い
思
い
を
し
た
分
、
春
が
と
て
も
待

ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
る
簿
霞
で
す
．

▼
朝
、
目
が
覚
、
め
る
と
ス
ズ
メ
や
カ

ワ
ラ
ヒ
ワ
な
ど
の
小
鳥
の
に
ぎ
や
か

な
歌
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
私
に
は
そ

の
歌
声
が
「
春
が
来
た
よ
。
春
が
来

た
よ
」
と
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ

え
ま
す
。
春
は
、
小
鳥
た
ち
の
恋
の

拳
節
、
す
て
き
な
歌
声
が
聞
か
れ
ま

す
。
ま
た
、
雲
解
け
が
進
む
と
土
の

香
り
や
櫨
物
な
ど
の
甘
い
誉
り
、
美

し
い
草
花
を
見
た
り
触
れ
た
り
も
で

き
ま
す
。
お
い
し
い
撫
菜
も
味
わ
え

ま
す
。
人
間
の
「
五
感
観
を
フ
ル
に

蕪
か
せ
る
「
春
し
は
何
と
す
ば
ら
し

い
季
簾
で
し
ょ
う
。

‘6
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蜜
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縄
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域
交
流
会

（
難
鷺
豪
で
）

越
後
松
之
山
豪
雲
塾

（
鴛
懸
ま
で
）

選
雛
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理
婁
鐘
会

議
貴
懇
秘
会

納
税
相
談
の
醐
始

購
消
防
腿
幹
部
会

細
園
地
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総
奮
整
備
協
議
会

議
舞
研
修
会
（
役
場
）
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余

3
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β
か
ら
4
月
沁
臼
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予
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22
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爲
測
カ
ザ
マ
カ
ッ
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ア
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ペ
ン
ス
キ
…
大
会
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欝
醸
松
之
山
混
祭
ス
キ
ー

　
　
　
カ
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バ
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器
黛
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学
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卒
業
式

広報
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　　屡露謬纐瀦
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　　　　今月号の主な内容

特集　　　　　　．．
　　　お金はこのよっに使われます一
予算

標準小作料が改訂……・

まちの　各撞鷺楽しい雪上運動金．．＿

わだい　思い畠いっぱいの卒業式

みんなの広場／漢検にチャレンジ…・・

お知らせ／医療費制度が変わる……・・雛
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。
，
瓢
月
五
臼
か
ら
八
鶏
ま
で
箆
月
町
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
八
年
度
町

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
｝
般
会
計
予
算
と
四
つ
の
特
馴
会
欝
の
総
額
は
五

十
五
億
十
四
万
鰻
苧
円
の
規
模
と
な
纏
、
当
初
予
算
で
は
初
め
て
五
季
億
円
を

超
え
る
か
つ
て
な
い
大
型
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
漫
町
の
予

算
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
二
十
｝
世
紀
を
展
望
し
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
緋
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
予
算
と
事
業
穏
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
規
の
建
設
事
業
で

予
算
も
大
輻
ア
ッ
プ

平
成
八
年
度
の
一
般
金
謙
の
予
算

額
は
、
灘
十
七
億
烈
千
二
籍
万
門
で

昨
年
渡
に
比
べ
置
億
照
千
万
円
、
伸

び
率
で
一
六
・
八
％
の
増
で
す
。

　
心
蔵
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
ト
ッ

プ
の
十
八
億
六
千
万
円
で
全
体
の
約

五
割
を
姦
め
て
い
ま
す
導
炸
年
度
と

比
べ
、
九
千
万
円
多
く
箆
込
ん
で
い

ま
す
．
続
い
て
驚
債
の
五
億
八
薇
七

十
万
円
と
な
っ
て
い
崖
す
。
町
債
の

主
な
も
の
は
、
新
規
事
業
の
保
健
セ

セ
ン
タ
ー
や
町
営
住
鷲
の
建
設
襲
業

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
票

　
購
罠
の
皆
さ
ん
か
ら
蔽
接
い
た
だ

く
鋳
税
は
、
　
二
醗
勘
　
千
六
欝
二
十
九

万
鰻
千
円
で
す
．
昨
年
度
に
比
べ
、

三
灘
五
十
一
万
円
一
・
五
％
ほ
ど
滅

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
罠
｝
人
当

た
り
か
　
負
撫
い
た
だ
く
お
金
は
、

六
万
七
千
二
欝
灘
牽
閥
円
と
な
っ
て

い
家
す
。

　
歳
出
で
は
、
新
規
事
業
の
保
健
セ

駄
ノ
〆
タ
喜
建
設
や
購
営
住
宅
建
曜
な
ど

の
目
玉
薯
業
が
計
瀬
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
そ
の
た
め
、
衛
盤
費
と
土
木
費
が

前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
大
幡
な

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
．
土
本
費
は

七
億
六
千
繭
灘
鷹
十
六
万
八
千
円
で

昨
年
度
伸
び
率
八
一
・
七
％
、
衛
生

費
は
照
億
五
千
八
十
二
万
九
千
円
で

昨
年
度
伸
べ
）
肇
一
　
｝
二
樽
山
ハ
％
》
｝
な

っ
て
い
ま
す
の
ま
た
、
諸
支
出
金
で

は
昨
郊
設
立
し
た
松
之
山
町
農
叢
挺

い
手
公
社
へ
の
患
資
金
と
し
て
一
千

鷺
爵
乃
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
逆
に
繭
年
度
に
比
べ
災
熱
、
復
賑
費

が
烈
○
・
二
％
、
公
債
費
が
六
・
二

％
な
ど
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
｝
般
会
計
の
予
算
額
を
町
罠
一
人

灘
た
り
で
ど
の
く
り
い
使
わ
れ
て
い

る
か
を
み
る
と
、
再
六
万
七
千
七
否

二
十
九
円
で
昨
年
度
よ
り
も
十
七
万

ヂ　　　　ロ　 　　　　　ロ　　 　コ

i平成8年度会計予算i
L　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．」

一般会計

・37億5200万0000円〔王6．8％〕

特別会計

47億婆8M万40（）（）円〔7．護％！

一
千
五
騰
二
十
三
門
も
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
．

《
地
方
交
付
税
》
全
圏
の
市
町
村
閥

の
税
収
入
等
は
、
地
域
に
よ
り
格
藻

が
生
じ
る
と
こ
は
選
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
同
じ
標
準
で
行
政
が
で
き

る
よ
う
財
源
の
不
建
を
補
う
た
め
の

も
の
で
す
．
財
源
に
は
、
所
轡
税
・

法
人
税
な
ど
の
｝
定
の
基
準
に
よ
り

蟹
か
り
交
付
さ
れ
ま
す
。

《
町
債
》
掌
校
や
遵
路
な
ど
の
建
設

の
よ
う
な
一
蒔
に
多
額
の
経
費
が
必

要
と
寛
る
と
き
に
圏
や
金
融
機
関
か

ら
磯
り
る
僻
入
金
で
す
。
こ
の
返
済

金
が
歳
串
の
へ
贋
費
に
な
り
ま
す
、

2億6537万7000円〔△n．3％〕

3億2146万0000円〔△0。1％）

4億7390万7000円£22．9％）

！億2000万0000円〔△三3．2％3

5億6扱0万0000円〔葺．4％）

　　　　　〔　〕内は蒲年度比

國昆健康保険

　事業勘定・一

　診療所勘定

老人保健・一…

簡易水遵事業

下水道事業…

2

平成8年度一般会計
（単位・円／％）〈歳入〉

賦．・難懸懸
麟募掛一1！器瀞諜ド等
交付金　　　　　　　　　　　　　1　　　・
参　　　鰯　暫　　　・・噂』　　　r皿｝㎜㎜i
働鰍得税一25，。。。　23，酬8。7i

藻鋼筆『郵
。一．　　　　32，β55　39，620i△19．三i

　　　→

鐙．2i

分撞金及び負

握金

使罵料及び手

数料

66．9

0．9

響
47，2
・コ

岨6．0

172．§

玉6．8

32，β55 39ケ625！ △

手

十　　　　　　88，825

80，57i

313，1玉2 王87，584

484，824 489，37玉 ム

三4，767 2L459 △

！ 王

63，078 屡2撃852

40，000 鶴Ooo
24，544 29，230 △

508，700 王87，000

計 3，752，000 3，212，GO台

鍾庫支鐵金

漿支串金

財産収入

寄鮒金

毒　　　　　　　｝　｝＿＿一一・㎜申

P繰入金　　　63，078

蕪璽
423・4go　5・Ol

2三2，077　ま12．6

茎，玉18△三5。2！

7

2

140 ！．

065

785
㎜

7、

81．

999
－
2
0
6 △

一

8，

1．

67G △ 50．

蔦9 ，血 6． つ
．叡

＜歳出〉

盤至奪謹
畏生．費　．．嶋685　423・490
衛生費　　　凄50，829　2三2，077

労働費　　　 王，796．　2，玉18∠
農林水産業費　　584，714　　575，拷0

羅豊騰婁
暖讐露，，1：毅戴豊

　この表は平成8年度一般会計予算を一覧1

　ものです。在附ヒの棒グラフは、その科目甥｛

をあらわしたものです。

　また、円グラフは歳入のうち、自主財源（

　をあらわしたものです。

劃σ

凶・

　＼も・
総

消防費
2．6％

土
　
　
木
　
　
費

衛
盆
費

艦
業
水
産
業
費

繊簗鞭 ’
勧

へ。ノ・

も・蔑
生
費

公
優
費
務
費

，砂　　融
教
驚
費

儀・
商
工
螢

そ
の他

地
方
交
付
税
　押
4
9
．
6％

町
優
1
3
． 6
％

県
支
出
金
i
2
． 9
％

国
支
金

　町
　税出　6、3％及
8．3％　　2・4％

　＿そ’
イ
手
　 繰　の他
駕数　入　5．2％
料料　金

　1。7％
び

　　　窟主財源12．5％

繍
□
國

醐
依存財源
＼　87．5％

財源の状況
（淀）数掌は構成此

叢謎婁
之8年度一般会計予算を一覧紅した

二の棒グラフは、その科目甥の割合

）のです。

ンフは歳入のうち、自主財源の劉合

うのです。

町民1人に使われるお金……璽06万7729円
土　木　費i農林水産業費1衛　生　費i戻　生　費

　217，57β円i鵬3翻i　I2S・糊1聯47円
　　　　i　　　　　l　　　　　i

轟i．論、1～聾拙雛献

公債費i総務費i教育費1その他
124・9鰍㈱66円17璽・34椚i脚58円

笹1縄．二1．攣望，隆墾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
．町民婁人が負担するお金一一…6万724妊9i
．鶴遡．墜．瑳璽蒸．’蕩．！郵蟹たばモ税，1

　　2醐125湖i6・574『　き・鯛i

簗繭軍税趨雌保髄暇が負摂するお鉱使われ
l　i，7馨9醗　　7副るお金嵯額は暑．県から嚥
i　　　　　　　　i　　　　　　　　i助金や地方交付税などでまかなわ

1
．
齢塵塗．、螢塾．

3
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。
，
瓢
月
五
臼
か
ら
八
鶏
ま
で
箆
月
町
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
八
年
度
町

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
｝
般
会
計
予
算
と
四
つ
の
特
馴
会
欝
の
総
額
は
五

十
五
億
十
四
万
鰻
苧
円
の
規
模
と
な
纏
、
当
初
予
算
で
は
初
め
て
五
季
億
円
を

超
え
る
か
つ
て
な
い
大
型
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
漫
町
の
予

算
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
二
十
｝
世
紀
を
展
望
し
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
緋
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
予
算
と
事
業
穏
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
規
の
建
設
事
業
で

予
算
も
大
輻
ア
ッ
プ

平
成
八
年
度
の
一
般
金
謙
の
予
算

額
は
、
灘
十
七
億
烈
千
二
籍
万
門
で

昨
年
渡
に
比
べ
置
億
照
千
万
円
、
伸

び
率
で
一
六
・
八
％
の
増
で
す
。

　
心
蔵
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
ト
ッ

プ
の
十
八
億
六
千
万
円
で
全
体
の
約

五
割
を
姦
め
て
い
ま
す
導
炸
年
度
と

比
べ
、
九
千
万
円
多
く
箆
込
ん
で
い

ま
す
．
続
い
て
驚
債
の
五
億
八
薇
七

十
万
円
と
な
っ
て
い
崖
す
。
町
債
の

主
な
も
の
は
、
新
規
事
業
の
保
健
セ

セ
ン
タ
ー
や
町
営
住
鷲
の
建
設
襲
業

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
票

　
購
罠
の
皆
さ
ん
か
ら
蔽
接
い
た
だ

く
鋳
税
は
、
　
二
醗
勘
　
千
六
欝
二
十
九

万
鰻
千
円
で
す
．
昨
年
度
に
比
べ
、

三
灘
五
十
一
万
円
一
・
五
％
ほ
ど
滅

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
罠
｝
人
当

た
り
か
　
負
撫
い
た
だ
く
お
金
は
、

六
万
七
千
二
欝
灘
牽
閥
円
と
な
っ
て

い
家
す
。

　
歳
出
で
は
、
新
規
事
業
の
保
健
セ

駄
ノ
〆
タ
喜
建
設
や
購
営
住
宅
建
曜
な
ど

の
目
玉
薯
業
が
計
瀬
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
そ
の
た
め
、
衛
盤
費
と
土
木
費
が

前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
大
幡
な

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
．
土
本
費
は

七
億
六
千
繭
灘
鷹
十
六
万
八
千
円
で

昨
年
度
伸
び
率
八
一
・
七
％
、
衛
生

費
は
照
億
五
千
八
十
二
万
九
千
円
で

昨
年
度
伸
べ
）
肇
一
　
｝
二
樽
山
ハ
％
》
｝
な

っ
て
い
ま
す
の
ま
た
、
諸
支
出
金
で

は
昨
郊
設
立
し
た
松
之
山
町
農
叢
挺

い
手
公
社
へ
の
患
資
金
と
し
て
一
千

鷺
爵
乃
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
逆
に
繭
年
度
に
比
べ
災
熱
、
復
賑
費

が
烈
○
・
二
％
、
公
債
費
が
六
・
二

％
な
ど
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
｝
般
会
計
の
予
算
額
を
町
罠
一
人

灘
た
り
で
ど
の
く
り
い
使
わ
れ
て
い

る
か
を
み
る
と
、
再
六
万
七
千
七
否

二
十
九
円
で
昨
年
度
よ
り
も
十
七
万

ヂ　　　　ロ　 　　　　　ロ　　 　コ

i平成8年度会計予算i
L　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．」

一般会計

・37億5200万0000円〔王6．8％〕

特別会計

47億婆8M万40（）（）円〔7．護％！

一
千
五
騰
二
十
三
門
も
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
．

《
地
方
交
付
税
》
全
圏
の
市
町
村
閥

の
税
収
入
等
は
、
地
域
に
よ
り
格
藻

が
生
じ
る
と
こ
は
選
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
同
じ
標
準
で
行
政
が
で
き

る
よ
う
財
源
の
不
建
を
補
う
た
め
の

も
の
で
す
．
財
源
に
は
、
所
轡
税
・

法
人
税
な
ど
の
｝
定
の
基
準
に
よ
り

蟹
か
り
交
付
さ
れ
ま
す
。

《
町
債
》
掌
校
や
遵
路
な
ど
の
建
設

の
よ
う
な
一
蒔
に
多
額
の
経
費
が
必

要
と
寛
る
と
き
に
圏
や
金
融
機
関
か

ら
磯
り
る
僻
入
金
で
す
。
こ
の
返
済

金
が
歳
串
の
へ
贋
費
に
な
り
ま
す
、

2億6537万7000円〔△n．3％〕

3億2146万0000円〔△0。1％）

4億7390万7000円£22．9％）

！億2000万0000円〔△三3．2％3

5億6扱0万0000円〔葺．4％）

　　　　　〔　〕内は蒲年度比

國昆健康保険

　事業勘定・一

　診療所勘定

老人保健・一…

簡易水遵事業

下水道事業…

2

平成8年度一般会計
（単位・円／％）〈歳入〉

賦．・難懸懸
麟募掛一1！器瀞諜ド等
交付金　　　　　　　　　　　　　1　　　・
参　　　鰯　暫　　　・・噂』　　　r皿｝㎜㎜i
働鰍得税一25，。。。　23，酬8。7i

藻鋼筆『郵
。一．　　　　32，β55　39，620i△19．三i

　　　→

鐙．2i

分撞金及び負

握金

使罵料及び手

数料

66．9

0．9

響
47，2
・コ

岨6．0

172．§

玉6．8

32，β55 39ケ625！ △

手

十　　　　　　88，825

80，57i

313，1玉2 王87，584

484，824 489，37玉 ム

三4，767 2L459 △

！ 王

63，078 屡2撃852

40，000 鶴Ooo
24，544 29，230 △

508，700 王87，000

計 3，752，000 3，212，GO台

鍾庫支鐵金

漿支串金

財産収入

寄鮒金

毒　　　　　　　｝　｝＿＿一一・㎜申

P繰入金　　　63，078

蕪璽
423・4go　5・Ol

2三2，077　ま12．6

茎，玉18△三5。2！

7

2

140 ！．

065

785
㎜

7、

81．

999
－
2
0
6 △

一

8，

1．

67G △ 50．

蔦9 ，血 6． つ
．叡

＜歳出〉

盤至奪謹
畏生．費　．．嶋685　423・490
衛生費　　　凄50，829　2三2，077

労働費　　　 王，796．　2，玉18∠
農林水産業費　　584，714　　575，拷0

羅豊騰婁
暖讐露，，1：毅戴豊

　この表は平成8年度一般会計予算を一覧1

　ものです。在附ヒの棒グラフは、その科目甥｛

をあらわしたものです。

　また、円グラフは歳入のうち、自主財源（

　をあらわしたものです。

劃σ

凶・

　＼も・
総

消防費
2．6％

土
　
　
木
　
　
費

衛
盆
費

艦
業
水
産
業
費

繊簗鞭 ’
勧

へ。ノ・

も・蔑
生
費

公
優
費
務
費

，砂　　融
教
驚
費

儀・
商
工
螢

そ
の他

地
方
交
付
税
　押
4
9
．
6％

町
優
1
3
． 6
％

県
支
出
金
i
2
． 9
％

国
支
金

　町
　税出　6、3％及
8．3％　　2・4％

　＿そ’
イ
手
　 繰　の他
駕数　入　5．2％
料料　金

　1。7％
び

　　　窟主財源12．5％

繍
□
國

醐
依存財源
＼　87．5％

財源の状況
（淀）数掌は構成此

叢謎婁
之8年度一般会計予算を一覧紅した

二の棒グラフは、その科目甥の割合

）のです。

ンフは歳入のうち、自主財源の劉合

うのです。

町民1人に使われるお金……璽06万7729円
土　木　費i農林水産業費1衛　生　費i戻　生　費

　217，57β円i鵬3翻i　I2S・糊1聯47円
　　　　i　　　　　l　　　　　i

轟i．論、1～聾拙雛献

公債費i総務費i教育費1その他
124・9鰍㈱66円17璽・34椚i脚58円

笹1縄．二1．攣望，隆墾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
．町民婁人が負担するお金一一…6万724妊9i
．鶴遡．墜．瑳璽蒸．’蕩．！郵蟹たばモ税，1

　　2醐125湖i6・574『　き・鯛i

簗繭軍税趨雌保髄暇が負摂するお鉱使われ
l　i，7馨9醗　　7副るお金嵯額は暑．県から嚥
i　　　　　　　　i　　　　　　　　i助金や地方交付税などでまかなわ

1
．
齢塵塗．、螢塾．
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松
之
山
町
総
合
計
面
の

答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
昨
年
か
ら
町
総
合
計
画
審
議
会
を

闘
催
し
、
事
成
八
年
度
か
ら
両
こ
う

十
力
年
問
の
購
の
進
む
べ
き
道
を
示

す
「
松
之
山
町
総
禽
計
藪
」
の
策
定

作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
総
合
計
爾
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
十
五
欝
、
役
場
で
栂
山
里
志

審
議
婁
覇
会
会
長
か
ら
佐
藤
町
長
に

総
含
計
爾
の
答
爾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
総
合
欝
醐
の
内
容
は
、
五

月
号
の
広
報
ま
つ
の
や
ま
で
詳
し
く

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

「
…
…
…
」

簾
睡

講

　昨1年度に弓iき続いて上布韻簡易水

道の基本調登を進めます，また、認

可購請も行う予定です。下水道の布

設工事にともなう配水管布設工事で

は、松之山簡易水道と松里簡易水道

で行われ　す．また、松里簡易水道

のろ過材入替ユニ事を行います。

◇配水管布設等工事費

　　　　　一卓一一3，133万円

　昨年から建設が進められている松

之由浄化センターの本体が完成し、

年度末には処理が始まる予定です、

本管布設工事は温泉駐車場から松里

方面に進みます。

く〉下水道事業費

　　　　　　　　・・5億3，621万円

5

建震愛工事が進むラ箏イヒセンター・

｝

◇町道特殊改良事業（松代松之由線

など2蕗線〉……………8，艇5万円

く〉道踏除雪事業（除雪委託、除雪機

購入など）一費…・……1億5，1駁万円

磯償住宅建設事業（2椥炉分）

　　……………・一・i億蔓，426万需

躍嚢琵嚢翻

心豊かな入づくりへ

生涯学習の機会提供

　心豊かで躍動感あふれる児童・生

篠の奮成を目指し、今隼度もいきい

きスクール事業に取り縄みます。ま

た、祇会教膏では2力年豊こ渡って検

討されてきた生涯学習推進計函の実

践に両け動き趨します。

◇スクールバス車庫建設事業

　　　　　一一一曲州…887万円

◇いきいきスクールプロジェクト推

進事業………………一φ・一・U5万円

O小学校管運費（舞水工事、通学路

改修工事）一一一…・・壷』720万円

O公民館運営費……………5741万円

○保健体育振興費…………4G6万円

◇跨民体鳶館運営費・一一509万円

担い手公社の活周で

農業所得の向上を

　中山間地総合整備事業計藤の作成

の年です。騎戻の要望を十分に尊重

しながら農業及び地域の発展に結ぴ

つけて行きます。米作りが後退しな

いよう担い手公社や機械バンクなど

を活駕し、農家の所得向、ヒ1こも努め

ます。

◇農業活牲化推進対策事業（握い手

公社機械整備、ナメコ施設建設をど〉

　　一一…………・2億三，353万円

○畜産生産性洵上事業補助金

　　…曹……………・……722万円

◇林業地域総合整備事業（林道亀石

線開設、林道隼ケ鼻浦鐡線舗装〉

　　・……・一…・一・王億19594万沼

◇県営農免農遵浦国地域負挺金

　　　　　　　辱一・弓，566万円

〈〉農村総合整備事業（醤浦臼地感〉

　　　一…………・一・・3，047万円

安全で快適な生活へ

環境整備に取り紐む
　i町．民が快適な生活をおくるための

環境の整備として、羅・票道、驚道

の整備健進に積極的に取り維み蜜す母

また若者の定催促進を図るため、今

隼度は町営住宅を建設します，

◇下水道特甥会計繰出金（過錬債分

を倉む）………………2億0，6難万円

く〉克雪住宅普及健進事業補動金

　　　……一…一…・……730万円

◇購道新設改良事業（中毘外汽線な

ど舗装護跨線〉・一・……4，856万円

　　　　……・……………　840万円

◇障害橿祉入所捲置委託料

　　　　一一・一一…・・駆492万円

〈〉麟保特別会計繰出金

　　一一智………・…2，719万円

O老人短期保護委託料

　　ψ・一・γ一一ヤ…・一一591万円

〈〉特養ホーム不老閣資金惜入金償還

金補助金……………一・・2，012万円

◇老人保護携躍費

　　　　　　　・一隻億3，41i万円

◇老人ディサービス運営事業

　　　　　　　　　　2，542万湾

農業と観光が調和し

て発展する町づくり

　有隈会祇「湯米心まつのやま」が

設立されました。スキー場や温泉施

設など各種の観光施設の運営事業を

行います。また、地域との連携をと

りながら観光の振興と活性化を図っ

て行きます。

◇温象センター管理運営委託料

　　　　　　　　一1，602万消

◇兎口工号井改修事業（露天嵐暑〉

　　　　…一・…・………嵯50万円

く＞スキー場管理運営委託料

　　一・……一…ウ・軍…5？Oo6万円

φスキー場建設費（ゼレンデ復娠、

水賂工事）……………・一・755万海

o地方産業育成貸付金

　　　　　一…一一…一600万円

㍊
趣

．き

平成8年度の主な事業

書

保健センター建設で

医療・福祉の充実へ
　保健センターを建設し、保健・医

療・橿祉行政推進の拠点施設として

住昆サービスに努めます。また、ゴ

ミ問題や合併浄化槽整備にも取り緯

み、住みよい環境づくりを推進しま

す。

◇成入病予防事業委託料

　　　　　　　　　　1，739万円

く＞保健センター建設事業

　　　　　　　　一2億6，060万円

◇津南地域衛生施設絹合負担金

　　　　一…………・5，GOG万円

◇合併廼理浄化槽設麗整備誰進事業

補助金……▼一………・……941万円

健康で生きがいのも

てる福祉の町づくり

　高齢化が進むなか、行政と町戻が

一体となった人にやさしい福祉社会

づくりを進めます。また、購保健医

療橿祉計爾に基づいた橿祉サーピス

の充実ときめ織かな事業を展開して

行きます。

◇瞬社会橿祉協議会補助金

躍穰、藻潟

T　V難視聴地域及び

地域防雪体翻の整備

　テレビ難視聴地域を解消するため、

共岡受信施設を整備する事業費を補

助します。また、防雪体舗整備事業

としては共岡無露駐車場の建設と小

型除雪機を購入します。

◇テレビ難観聴地域解消事業補助金

（東趨、下蝦漉）……7－550万円

◇地域防雪体制整備事業（想手地域）

（車庫三棟、小型除雪機憩台）

　　　　　　　　　　2，700万鍔

◇地方バス踏・線補助金

　　　　　　　　　　　900万円

醸璽醐
地域防災計圃の見直

消防施設の整備促進

　地域防災欝薗の見直しなど防災対

策の強化を検討します。また、消防

施設の整備を進めます魯

O上越地域消防事務総合負撞金

　　　　　　　　　　6，220万円

〈〉滴防施設整備事業（防火水槽3基

など）夕…恥……………・…ユ，520万円

4
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す
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「
…
…
…
」

簾
睡

講

　昨1年度に弓iき続いて上布韻簡易水

道の基本調登を進めます，また、認

可購請も行う予定です。下水道の布

設工事にともなう配水管布設工事で

は、松之山簡易水道と松里簡易水道

で行われ　す．また、松里簡易水道

のろ過材入替ユニ事を行います。

◇配水管布設等工事費

　　　　　一卓一一3，133万円

　昨年から建設が進められている松

之由浄化センターの本体が完成し、

年度末には処理が始まる予定です、

本管布設工事は温泉駐車場から松里

方面に進みます。

く〉下水道事業費

　　　　　　　　・・5億3，621万円

5

建震愛工事が進むラ箏イヒセンター・

｝

◇町道特殊改良事業（松代松之由線

など2蕗線〉……………8，艇5万円

く〉道踏除雪事業（除雪委託、除雪機

購入など）一費…・……1億5，1駁万円

磯償住宅建設事業（2椥炉分）

　　……………・一・i億蔓，426万需

躍嚢琵嚢翻

心豊かな入づくりへ

生涯学習の機会提供

　心豊かで躍動感あふれる児童・生

篠の奮成を目指し、今隼度もいきい

きスクール事業に取り縄みます。ま

た、祇会教膏では2力年豊こ渡って検

討されてきた生涯学習推進計函の実

践に両け動き趨します。

◇スクールバス車庫建設事業

　　　　　一一一曲州…887万円

◇いきいきスクールプロジェクト推

進事業………………一φ・一・U5万円

O小学校管運費（舞水工事、通学路

改修工事）一一一…・・壷』720万円

O公民館運営費……………5741万円

○保健体育振興費…………4G6万円

◇跨民体鳶館運営費・一一509万円

担い手公社の活周で

農業所得の向上を

　中山間地総合整備事業計藤の作成

の年です。騎戻の要望を十分に尊重

しながら農業及び地域の発展に結ぴ

つけて行きます。米作りが後退しな

いよう担い手公社や機械バンクなど

を活駕し、農家の所得向、ヒ1こも努め

ます。

◇農業活牲化推進対策事業（握い手

公社機械整備、ナメコ施設建設をど〉

　　一一…………・2億三，353万円

○畜産生産性洵上事業補助金

　　…曹……………・……722万円

◇林業地域総合整備事業（林道亀石

線開設、林道隼ケ鼻浦鐡線舗装〉

　　・……・一…・一・王億19594万沼

◇県営農免農遵浦国地域負挺金

　　　　　　　辱一・弓，566万円

〈〉農村総合整備事業（醤浦臼地感〉

　　　一…………・一・・3，047万円

安全で快適な生活へ

環境整備に取り紐む
　i町．民が快適な生活をおくるための

環境の整備として、羅・票道、驚道

の整備健進に積極的に取り維み蜜す母

また若者の定催促進を図るため、今

隼度は町営住宅を建設します，

◇下水道特甥会計繰出金（過錬債分

を倉む）………………2億0，6難万円

く〉克雪住宅普及健進事業補動金

　　　……一…一…・……730万円

◇購道新設改良事業（中毘外汽線な

ど舗装護跨線〉・一・……4，856万円

　　　　……・……………　840万円

◇障害橿祉入所捲置委託料

　　　　一一・一一…・・駆492万円

〈〉麟保特別会計繰出金

　　一一智………・…2，719万円

O老人短期保護委託料

　　ψ・一・γ一一ヤ…・一一591万円

〈〉特養ホーム不老閣資金惜入金償還

金補助金……………一・・2，012万円

◇老人保護携躍費

　　　　　　　・一隻億3，41i万円

◇老人ディサービス運営事業

　　　　　　　　　　2，542万湾

農業と観光が調和し

て発展する町づくり

　有隈会祇「湯米心まつのやま」が

設立されました。スキー場や温泉施

設など各種の観光施設の運営事業を

行います。また、地域との連携をと

りながら観光の振興と活性化を図っ

て行きます。

◇温象センター管理運営委託料

　　　　　　　　一1，602万消

◇兎口工号井改修事業（露天嵐暑〉

　　　　…一・…・………嵯50万円

く＞スキー場管理運営委託料

　　一・……一…ウ・軍…5？Oo6万円

φスキー場建設費（ゼレンデ復娠、

水賂工事）……………・一・755万海

o地方産業育成貸付金

　　　　　一…一一…一600万円

㍊
趣

．き

平成8年度の主な事業

書

保健センター建設で

医療・福祉の充実へ
　保健センターを建設し、保健・医

療・橿祉行政推進の拠点施設として

住昆サービスに努めます。また、ゴ

ミ問題や合併浄化槽整備にも取り緯

み、住みよい環境づくりを推進しま

す。

◇成入病予防事業委託料

　　　　　　　　　　1，739万円

く＞保健センター建設事業

　　　　　　　　一2億6，060万円

◇津南地域衛生施設絹合負担金

　　　　一…………・5，GOG万円

◇合併廼理浄化槽設麗整備誰進事業

補助金……▼一………・……941万円

健康で生きがいのも

てる福祉の町づくり

　高齢化が進むなか、行政と町戻が

一体となった人にやさしい福祉社会

づくりを進めます。また、購保健医

療橿祉計爾に基づいた橿祉サーピス

の充実ときめ織かな事業を展開して

行きます。

◇瞬社会橿祉協議会補助金

躍穰、藻潟

T　V難視聴地域及び

地域防雪体翻の整備

　テレビ難視聴地域を解消するため、

共岡受信施設を整備する事業費を補

助します。また、防雪体舗整備事業

としては共岡無露駐車場の建設と小

型除雪機を購入します。

◇テレビ難観聴地域解消事業補助金

（東趨、下蝦漉）……7－550万円

◇地域防雪体制整備事業（想手地域）

（車庫三棟、小型除雪機憩台）

　　　　　　　　　　2，700万鍔

◇地方バス踏・線補助金

　　　　　　　　　　　900万円

醸璽醐
地域防災計圃の見直

消防施設の整備促進

　地域防災欝薗の見直しなど防災対

策の強化を検討します。また、消防

施設の整備を進めます魯

O上越地域消防事務総合負撞金

　　　　　　　　　　6，220万円

〈〉滴防施設整備事業（防火水槽3基

など）夕…恥……………・…ユ，520万円
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l
o
り
ロ
o
り
ー

瓢
　
　
纏

フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
機
を
導
入

～

津
南
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
冷
蔵
庫
や
ク
ー
ラ
ー
に
は
フ
鷲
ン

ガ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
フ
嶽
ン
が
大
餓
中
に
放
出
さ
れ

る
と
オ
ゾ
ン
履
が
破
壊
さ
れ
ま
す
．

　
オ
ゾ
ン
勝
と
は
地
球
を
取
り
巻
く

騨
さ
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
オ
ゾ

ン
を
多
く
含
む
騰
の
こ
と
で
す
。
盗

物
に
と
っ
て
衛
轡
な
紫
外
線
の
多
く

を
こ
こ
で
吸
収
し
て
い
ま
す
。
も
し
、

こ
の
オ
ゾ
ン
麟
が
破
壌
さ
れ
る
と
萄

轡
な
紫
外
線
が
地
ぬ
に
暇
鮒
さ
れ
、

皮
瀕
ガ
ン
や
白
内
障
な
ど
の
病
気
の

発
生
率
を
鶴
め
た
り
地
球
の
温
暖
化

～

で
生
懇
系
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぽ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
、

　
こ
の
た
び
灘
繭
地
域
衛
生
施
設
線

合
の
溝
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
フ

ロ
ン
ガ
ス
翻
収
機
を
導
入
し
ま
し
た
。

翻
収
機
の
選
入
に
あ
た
っ
て
は
、
全

麟
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
簸
施
行
者
協

議
会
か
ら
助
成
ハ
頁
万
円
）
を
い
た

だ
き
塞
し
た
。
園
収
機
は
冷
蔵
臆
な

ど
の
フ
翼
ン
ガ
ス
を
｝
度
に
五
台
、

お
よ
そ
三
〇
秒
で
醸
収
す
る
こ
と
が

で
き
家
す
。

　
園
収
さ
れ
た
フ
徽
ン
は
二
〇
キ
買

ポ
ン
ベ
に
収
納
さ
れ
、
千
葉
県
市
川

市
に
あ
る
処
理
場
に
運
ば
れ
て
一
万

度
以
上
の
蕩
周
波
プ
ラ
ズ
マ
で
分
解

さ
れ
越
理
・
再
資
源
化
惑
れ
ま
す
。

昨
年
、
津
南
清
掃
セ
ン
タ
｝
に
は
冷

蔵
庫
が
約
圏
五
〇
台
、
ク
ー
ラ
ー
が

約
一
〇
台
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
．
こ

の
フ
”
ン
ガ
ス
闘
収
機
の
導
入
に
よ

り
、
地
球
に
や
さ
し
い
廃
棄
処
理
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
冷
蔵
庫
な
ど
を
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
翼
ン
に
出
す
と
き
ゃ
セ
ン
タ
ー

に
運
び
込
む
と
き
は
フ
ロ
ン
ガ
ス
を

抜
か
な
い
よ
う
ば
お
纐
い
し
ま
す
。

　これからも、よろしく

お願いします。

　
遡
月
一
照
付
け
で
、
一
部
機
構
改

革
と
町
職
霧
蒋
興
の
異
動
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
機
構
改
革
は
、
今
ま
で
の
水
道
室

が
水
遵
課
に
、
産
業
課
の
農
林
係
が

農
政
係
紅
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

産
業
諜
に
あ
っ
た
林
業
担
当
が
建
設

謙
の
建
設
係
に
移
り
ま
し
た
。

　
人
事
異
動
で
は
一
名
が
退
職
し
、

三
名
が
瓢
採
嗣
さ
れ
家
し
た
。

〔
　
〕
は
、
前
職
。

【
議
会
纂
務
馬
｝

事
務
局
長
…
中
鶴
喪
一
〔
松
之
山
診

療
所
事
務
畏
〕

【
松
之
山
診
療
所
】

事
務
長
…
小
口
成
一
〔
総
務
謙
税
務

係
長
・
昇
低

【
住
戻
謬

謙
長
・
：
山
摩
器
罰
雄
〔
水
道
蜜
擾
〕

繧
罠
係
畏
…
南
雲
曙
夫
〔
産
業
諜
農

業
婁
鰻
会
係
長
）
保
健
衛
生
係
長
…

樋
瓢
慎
次
〔
産
業
諜
烹
地
改
良
係
長
〕

【
水
道
遷

謙
長
…
久
保
顯
雄
驚
〔
議
会
事
務
局

長
〕
下
水
道
係
…
滝
沢
彰
蜜
〔
産
業

諜
農
業
婁
鰻
会
係
〕

穣
興
謬

参
事
…
山
臓
達
夫
〔
教
畜
婁
蝿
会
総

務
学
事
係
長
・
謙
長
昇
任
）

霧
業
謬

土
地
改
艮
係
長
…
小
野
塚
一
栄
〔
住

渓
謙
保
健
衛
生
係
長
）
農
政
係
長
…

佐
藤
至
〔
産
業
諜
農
林
係
・
昇
任
〕

農
業
餐
蝿
会
係
長
…
津
端
薫
〔
産
業

諜
土
地
改
良
係
・
舞
任
〕
農
政
係
…

相
沢
美
代
子
〔
総
務
課
行
政
係
〕
土

地
改
良
係
…
本
山
利
明
〔
建
設
課
建

設
係
〕
｛
総
務
遜

税
務
係
長
；
饒
藤
欝
作
〔
産
業
諜
農

林
係
畏
〕
行
政
係
長
…
高
橋
明
夫
〔
教

曹
婁
蝿
会
敏
会
教
畜
係
長
〕

【
建
設
謬

建
設
係
…
佐
藤
三
雄
〔
振
興
諜
商
工

観
光
係
〕
爆
地
係
…
高
橋
明
〔
東
頸

広
域
緩
禽
出
陶
）
建
設
係
…
大
見
好

行
〔
住
罠
諜
福
祉
係
〕

門
教
鷺
委
蝿
会
】

社
会
教
育
係
長
（
教
欝
委
蝿
会
患
陶
）

…
相
沢
一
郎
〔
総
務
諜
行
政
係
長
〕

総
務
学
壌
係
長
…
田
辺
遵
博
〔
教
育

委
興
会
総
務
学
事
係
・
昇
任
〕
総
務

学
事
係
…
禰
漂
滋
〔
建
設
課
胴
地
係
〕

細n回
【
十
欝
町
広
域
組
合
】

振
興
謙
係
長
付
…
嵩
橋
忠
則
〔
住
蔑

課
住
擬
係
讐

【
東
頸
広
域
綴
禽
一

産
業
諜
付
…
佐
藤
短
浩
〔
水
道
窯
下

水
道
係
〕

鯨
囲
圃

西
月
｝
臼
付
〕

総
務
謙
行
政
係
…
小
野
塚
は
る
薬

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
…
佐
藤
美
津
子
、

嵩
波
孝
子

慮口魑　
〔
三
璽
瓢
十
一
段
付
〕

薦
橋
覧
一
〔
住
渓
諜
長
〕

《
事
務
所
移
転
の
お
蜘
　
せ
》

　
松
之
由
町
農
業
擦
い
手
公
祇
と
脊

限
会
社
湯
米
心
ま
つ
の
や
ま
の
仮
事

務
所
が
4
月
1
臼
か
ら
町
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
に
移
り
ま
し
た
。

電
話
番
畢
　
6
－
2
4
0
2

F
A
X
番
畢
　
6
－
2
4
0
6

＊
お
こ
と
わ
り

　
教
職
興
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

五
月
暑
で
新
し
い
先
生
方
を
ご
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

6

標
準
礁
作
料
、
が
変
樵
．
囎
鵡
、
叢
、

　
松
之
山
町
標
準
小
作
料
を
改
訂
い

た
し
ま
し
た
ウ
標
準
小
作
料
は
、
小

揮
料
を
決
め
る
時
の
目
安
と
し
て
三

年
に
一
度
農
業
諸
騎
勢
や
地
域
の
実

傭
に
合
わ
せ
て
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
飼
は
二
十
一
世
紀
に
洵
け
た
農
業

政
策
の
基
塞
的
な
考
え
方
碁
「
新
政

策
」
を
発
衰
し
、
　
「
認
鰹
農
業
者
綱

度
」
　
「
農
畜
産
物
の
輸
入
露
曲
化
し

讐
新
食
糧
法
㌧
ア
ク
セ
ス
米
輸
入
し

「
新
転
作
」
等
と
農
業
鷹
産
・
流
逓

隔㎜コ

　i

判
．」

備

小作料の標準額丁

（）内騨籔翻

圃嚢備地懸翅1

嚥藷
き

r……｝…
標高4GO～500r

腰高500m盤

　　　　i
ドの　　　　　　き

・の地域i
…”偉1

mの畷
”押“剃「
　　　　…
　　　　き

遡
　　　　輩

（450㎏〉

王5，00G円

（450繍

王2，000円

（420㎏）

翻
（480㎏〉

レ18，脅00円
（450k寒〉

純
！懸の音β

平場地域

山闘地域

松
之
由
町
農
業
委
員
会

に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
標
準
小
作
料
の
改
訂
に

殉
け
て
、
農
地
の
貸
し
手
、
借
り
手

の
方
を
そ
れ
ぞ
れ
五
名
と
農
協
、
土

地
改
畏
総
合
、
普
及
セ
ン
タ
ー
の
役

職
貴
の
皆
さ
ん
紅
よ
る
「
小
作
料
協

議
会
し
を
㎜
闘
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
諸

備
勢
と
地
域
の
実
態
に
つ
い
て
ご
協

議
い
た
だ
き
ま
し
た
、

　
農
地
の
区
分
を
コ
シ
ヒ
カ
リ
盗
産

可
能
な
標
轟
鰻
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下

の
地
域
、
一
部
コ
シ
ヒ
カ
リ
生
産
可

　
　
　
i
j
し
　
の
　
　
。
羅

　
　
　
　
　
｝
味
　
　
も
　
　
る
協

　
　
　
　
　
痂
　
す
　
す
舛

　
　
　
　
　
概
　
承
　
と
襯

の
｝
　
　
㎜
転
　
し
　
撮
し
　
。

上
　
　
　
㎜
は
　
搬
　
埆
紅
　
る

　
　
　
　
　
｝
勉
　
　
を
　
　
σ
灌
　
　
す

　
　
　
　
　
｝
、
場
　
窯
謬
　
綿

　
　
　
　
　
馨
　
麟
　
地
を
　
適

　
　
　
　
　
俸
　
形
　
　
は
料
　
　
ら

　
　
　
　
　
小
　
　
整
　
　
金
俸
　
　
か

　
　
　
　
　
準
　
　
の
　
還
小
　
　
穣

　
　
　
　
　
標
　
縫
　
償
雛
　
　
王

蟹
　
滋
薩
羅
膿
硝

　
　
　
　
　
昧
　
鐙
　
後
こ
　
隼

oo　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
撫
　
　
ね
　
　
の
　
、
　
8

　
　
　
　
な

ゆ　
　
　
　
　
作
　
　
む
　
　
等
め
　
成

　
　
　
　
め

9　
　
　
　
　
転
　
　
お
　
設
禽
。
単

　
　
　
　
定

　
　
　
　
　
は
　
お
　
施
を
る
は

円　
　
　
　
　
地
　
は
　
利
・
め
料

　
　
　
　
を

㎜
一
擁
騨
難
灘

　
　
　
　
　
平
て
圃
の
土
磁
し
こ

　
　
　
　
地

域地　
　
部

　
　
　
　
　
　
」
　
　
歌
　
　
翫
娠
　
　
叡

　
　
　
　
耕

冷　
　
の

　
　
　
　
　
鉛

繭

睡
α

能
な
標
嵩
照
○
○
～
五
〇
〇
メ
蓄
ト

ル
地
域
、
喪
質
米
蕪
産
の
標
嵩
五
〇

〇
メ
…
ト
ル
以
上
地
域
の
三
区
分
に

圃
場
整
備
が
さ
れ
て
お
り
機
械
化
が

可
能
か
否
か
に
よ
る
区
分
の
六
露
分

に
分
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
蓑
の
よ
う
な
「
標
準
小
作
料
額
し

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
農
地
貸
惜
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
の
町
標
準
小
作
料
を
参
考
に
し
て

相
方
と
話
し
禽
い
、
小
作
料
を
決
め

て
契
約
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
の
問
い
含

わ
せ
は
、
松
之
山
町
農
業
餐
轟
会

　
僧
六
ー
三
｝
三
｝
　
内
げ
線
圏
一
｝
一

犬
の
叢
録
嚢
狂
犬
覇
の
・

予
防
灘
射
鱗
お
知
ら
せ

　
次
の
と
お
り
登
録
と
狂
犬
病
予
防

淀
射
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
お
い

で
く
だ
さ
い
。
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ

て
た
方
も
、
生
後
九
十
一
日
以
上
は

忘
れ
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
愛
犬
が
死
亡
等
で
飼
奮
さ

れ
な
く
な
っ
た
場
禽
は
、
保
健
衛
生

係
窪
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

剛
、
登
録
・
集
合
漉
尉

　
猛
後
九
十
…
臼
以
上
の
犬
の
所
脊

著
は
、
終
生
一
園
の
登
録
と
年
一
回

の
狂
犬
病
予
防
濠
射
の
実
施
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
終
生
一
懸
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

狂
犬
病
予
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

平
成
七
年
鱈
月
一
沼
よ
り
実
施
〉

二
、
料
　
　
金

《
新
規
登
録
》

　
登
録
手
数
料
　
三
、
○
○
○
円

　
濾
射
済
票
手
数
料
　
五
三
〇
円

　
期
日
は
、
五
月
七
鷺
（
火
）
と
八
環

（
水
）
の
二
田
問
で
す
。

　
場
所
と
時
闘
の
詳
し
い
内
容
は
、

後
臼
回
覧
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
淀
射
に

つ
い
て
の
問
い
含
わ
せ
は
、
町
役
場

住
昆
課
　
保
健
衛
生
係
ま
で

　
倣
穴
ー
三
一
一
二
　
　
内
一
線
五
二ジ

　
濾
豹
技
術
料
　
二
、
三
七
〇
円

　
合
　
　
　
計
　
五
、
九
〇
〇
円

※
個
題
濡
豹
　
　
六
、
九
〇
〇
円

（
住
診
は
往
診
料
が
励
途
加
算
〉

《
平
成
七
隼
度
登
録
犬
》

　
濾
射
済
票
手
数
料
　
五
三
〇
円

　
濾
尉
技
術
料
　
二
、
三
七
〇
円

　
倉
　
　
　
計
　
二
、
九
〇
〇
円

※
個
別
注
射
　
　
三
、
九
〇
〇
円

（
往
診
は
往
診
料
が
刷
途
茄
算
）

※
個
別
淀
鮒
と
は
、
動
物
病
院
で
個

別
に
注
鮒
を
受
け
る
こ
と
。

三
、
持
参
す
る
も
の

の
料
金
②
通
知
は
が
き
㈱
印
鑑
（
新

規
登
録
や
淀
豹
の
場
合
に
持
参
）

四
、
濠
意
寮
項

の
制
欄
で
き
る
人
が
連
れ
て
く
る

¢⇒

異
合
の
悪
い
犬
は
、
受
付
蔚
に
獣

践
蔀
に
購
し
出
る

五
、
期
日
・
場
駈

　淀射終了後は、特に次のことに

注憲してください。

①洗躯会場から帰るときは、定ら

せないで安静を保つように心がけ

てください。

②2～3礒聞は、はげしい運動を

避けて、シャンプーや入浴交配な

ども避けましょう。

　このような犬は、集禽濾射会場

では注扇が受けられません。

　最寄りの渤物病醗で相談の上、

濾窮を受けてくださいG
①興奮が悪い犬②娃娠している犬

③淀射特に暴れて、飼1主がおさえ

ることができない犬④他人や子僕

が連れてきた犬⑤3週闘以内に飽

のワクチンを接種した犬

O
　
O
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l
o
り
ロ
o
り
ー

瓢
　
　
纏

フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
機
を
導
入

～

津
南
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
冷
蔵
庫
や
ク
ー
ラ
ー
に
は
フ
鷲
ン

ガ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
フ
嶽
ン
が
大
餓
中
に
放
出
さ
れ

る
と
オ
ゾ
ン
履
が
破
壊
さ
れ
ま
す
．

　
オ
ゾ
ン
勝
と
は
地
球
を
取
り
巻
く

騨
さ
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
オ
ゾ

ン
を
多
く
含
む
騰
の
こ
と
で
す
。
盗

物
に
と
っ
て
衛
轡
な
紫
外
線
の
多
く

を
こ
こ
で
吸
収
し
て
い
ま
す
。
も
し
、

こ
の
オ
ゾ
ン
麟
が
破
壌
さ
れ
る
と
萄

轡
な
紫
外
線
が
地
ぬ
に
暇
鮒
さ
れ
、

皮
瀕
ガ
ン
や
白
内
障
な
ど
の
病
気
の

発
生
率
を
鶴
め
た
り
地
球
の
温
暖
化

～

で
生
懇
系
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぽ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
、

　
こ
の
た
び
灘
繭
地
域
衛
生
施
設
線

合
の
溝
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
フ

ロ
ン
ガ
ス
翻
収
機
を
導
入
し
ま
し
た
。

翻
収
機
の
選
入
に
あ
た
っ
て
は
、
全

麟
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
簸
施
行
者
協

議
会
か
ら
助
成
ハ
頁
万
円
）
を
い
た

だ
き
塞
し
た
。
園
収
機
は
冷
蔵
臆
な

ど
の
フ
翼
ン
ガ
ス
を
｝
度
に
五
台
、

お
よ
そ
三
〇
秒
で
醸
収
す
る
こ
と
が

で
き
家
す
。

　
園
収
さ
れ
た
フ
徽
ン
は
二
〇
キ
買

ポ
ン
ベ
に
収
納
さ
れ
、
千
葉
県
市
川

市
に
あ
る
処
理
場
に
運
ば
れ
て
一
万

度
以
上
の
蕩
周
波
プ
ラ
ズ
マ
で
分
解

さ
れ
越
理
・
再
資
源
化
惑
れ
ま
す
。

昨
年
、
津
南
清
掃
セ
ン
タ
｝
に
は
冷

蔵
庫
が
約
圏
五
〇
台
、
ク
ー
ラ
ー
が

約
一
〇
台
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
．
こ

の
フ
”
ン
ガ
ス
闘
収
機
の
導
入
に
よ

り
、
地
球
に
や
さ
し
い
廃
棄
処
理
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
冷
蔵
庫
な
ど
を
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
翼
ン
に
出
す
と
き
ゃ
セ
ン
タ
ー

に
運
び
込
む
と
き
は
フ
ロ
ン
ガ
ス
を

抜
か
な
い
よ
う
ば
お
纐
い
し
ま
す
。

　これからも、よろしく

お願いします。

　
遡
月
一
照
付
け
で
、
一
部
機
構
改

革
と
町
職
霧
蒋
興
の
異
動
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
機
構
改
革
は
、
今
ま
で
の
水
道
室

が
水
遵
課
に
、
産
業
課
の
農
林
係
が

農
政
係
紅
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

産
業
諜
に
あ
っ
た
林
業
担
当
が
建
設

謙
の
建
設
係
に
移
り
ま
し
た
。

　
人
事
異
動
で
は
一
名
が
退
職
し
、

三
名
が
瓢
採
嗣
さ
れ
家
し
た
。

〔
　
〕
は
、
前
職
。

【
議
会
纂
務
馬
｝

事
務
局
長
…
中
鶴
喪
一
〔
松
之
山
診

療
所
事
務
畏
〕

【
松
之
山
診
療
所
】

事
務
長
…
小
口
成
一
〔
総
務
謙
税
務

係
長
・
昇
低

【
住
戻
謬

謙
長
・
：
山
摩
器
罰
雄
〔
水
道
蜜
擾
〕

繧
罠
係
畏
…
南
雲
曙
夫
〔
産
業
諜
農

業
婁
鰻
会
係
長
）
保
健
衛
生
係
長
…

樋
瓢
慎
次
〔
産
業
諜
烹
地
改
良
係
長
〕

【
水
道
遷

謙
長
…
久
保
顯
雄
驚
〔
議
会
事
務
局

長
〕
下
水
道
係
…
滝
沢
彰
蜜
〔
産
業

諜
農
業
婁
鰻
会
係
〕

穣
興
謬

参
事
…
山
臓
達
夫
〔
教
畜
婁
蝿
会
総

務
学
事
係
長
・
謙
長
昇
任
）

霧
業
謬

土
地
改
艮
係
長
…
小
野
塚
一
栄
〔
住

渓
謙
保
健
衛
生
係
長
）
農
政
係
長
…

佐
藤
至
〔
産
業
諜
農
林
係
・
昇
任
〕

農
業
餐
蝿
会
係
長
…
津
端
薫
〔
産
業

諜
土
地
改
良
係
・
舞
任
〕
農
政
係
…

相
沢
美
代
子
〔
総
務
課
行
政
係
〕
土

地
改
良
係
…
本
山
利
明
〔
建
設
課
建

設
係
〕
｛
総
務
遜

税
務
係
長
；
饒
藤
欝
作
〔
産
業
諜
農

林
係
畏
〕
行
政
係
長
…
高
橋
明
夫
〔
教

曹
婁
蝿
会
敏
会
教
畜
係
長
〕

【
建
設
謬

建
設
係
…
佐
藤
三
雄
〔
振
興
諜
商
工

観
光
係
〕
爆
地
係
…
高
橋
明
〔
東
頸

広
域
緩
禽
出
陶
）
建
設
係
…
大
見
好

行
〔
住
罠
諜
福
祉
係
〕

門
教
鷺
委
蝿
会
】

社
会
教
育
係
長
（
教
欝
委
蝿
会
患
陶
）

…
相
沢
一
郎
〔
総
務
諜
行
政
係
長
〕

総
務
学
壌
係
長
…
田
辺
遵
博
〔
教
育

委
興
会
総
務
学
事
係
・
昇
任
〕
総
務

学
事
係
…
禰
漂
滋
〔
建
設
課
胴
地
係
〕

細n回
【
十
欝
町
広
域
組
合
】

振
興
謙
係
長
付
…
嵩
橋
忠
則
〔
住
蔑

課
住
擬
係
讐

【
東
頸
広
域
綴
禽
一

産
業
諜
付
…
佐
藤
短
浩
〔
水
道
窯
下

水
道
係
〕

鯨
囲
圃

西
月
｝
臼
付
〕

総
務
謙
行
政
係
…
小
野
塚
は
る
薬

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
…
佐
藤
美
津
子
、

嵩
波
孝
子

慮口魑　
〔
三
璽
瓢
十
一
段
付
〕

薦
橋
覧
一
〔
住
渓
諜
長
〕

《
事
務
所
移
転
の
お
蜘
　
せ
》

　
松
之
由
町
農
業
擦
い
手
公
祇
と
脊

限
会
社
湯
米
心
ま
つ
の
や
ま
の
仮
事

務
所
が
4
月
1
臼
か
ら
町
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
に
移
り
ま
し
た
。

電
話
番
畢
　
6
－
2
4
0
2

F
A
X
番
畢
　
6
－
2
4
0
6

＊
お
こ
と
わ
り

　
教
職
興
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

五
月
暑
で
新
し
い
先
生
方
を
ご
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

6

標
準
礁
作
料
、
が
変
樵
．
囎
鵡
、
叢
、

　
松
之
山
町
標
準
小
作
料
を
改
訂
い

た
し
ま
し
た
ウ
標
準
小
作
料
は
、
小

揮
料
を
決
め
る
時
の
目
安
と
し
て
三

年
に
一
度
農
業
諸
騎
勢
や
地
域
の
実

傭
に
合
わ
せ
て
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
飼
は
二
十
一
世
紀
に
洵
け
た
農
業

政
策
の
基
塞
的
な
考
え
方
碁
「
新
政

策
」
を
発
衰
し
、
　
「
認
鰹
農
業
者
綱

度
」
　
「
農
畜
産
物
の
輸
入
露
曲
化
し

讐
新
食
糧
法
㌧
ア
ク
セ
ス
米
輸
入
し

「
新
転
作
」
等
と
農
業
鷹
産
・
流
逓

隔㎜コ

　i

判
．」

備

小作料の標準額丁

（）内騨籔翻

圃嚢備地懸翅1

嚥藷
き

r……｝…
標高4GO～500r

腰高500m盤

　　　　i
ドの　　　　　　き

・の地域i
…”偉1

mの畷
”押“剃「
　　　　…
　　　　き

遡
　　　　輩

（450㎏〉

王5，00G円

（450繍

王2，000円

（420㎏）

翻
（480㎏〉

レ18，脅00円
（450k寒〉

純
！懸の音β

平場地域

山闘地域

松
之
由
町
農
業
委
員
会

に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
標
準
小
作
料
の
改
訂
に

殉
け
て
、
農
地
の
貸
し
手
、
借
り
手

の
方
を
そ
れ
ぞ
れ
五
名
と
農
協
、
土

地
改
畏
総
合
、
普
及
セ
ン
タ
ー
の
役

職
貴
の
皆
さ
ん
紅
よ
る
「
小
作
料
協

議
会
し
を
㎜
闘
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
諸

備
勢
と
地
域
の
実
態
に
つ
い
て
ご
協

議
い
た
だ
き
ま
し
た
、

　
農
地
の
区
分
を
コ
シ
ヒ
カ
リ
盗
産

可
能
な
標
轟
鰻
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下

の
地
域
、
一
部
コ
シ
ヒ
カ
リ
生
産
可

　
　
　
i
j
し
　
の
　
　
。
羅

　
　
　
　
　
｝
味
　
　
も
　
　
る
協

　
　
　
　
　
痂
　
す
　
す
舛

　
　
　
　
　
概
　
承
　
と
襯

の
｝
　
　
㎜
転
　
し
　
撮
し
　
。

上
　
　
　
㎜
は
　
搬
　
埆
紅
　
る

　
　
　
　
　
｝
勉
　
　
を
　
　
σ
灌
　
　
す

　
　
　
　
　
｝
、
場
　
窯
謬
　
綿

　
　
　
　
　
馨
　
麟
　
地
を
　
適

　
　
　
　
　
俸
　
形
　
　
は
料
　
　
ら

　
　
　
　
　
小
　
　
整
　
　
金
俸
　
　
か

　
　
　
　
　
準
　
　
の
　
還
小
　
　
穣

　
　
　
　
　
標
　
縫
　
償
雛
　
　
王

蟹
　
滋
薩
羅
膿
硝

　
　
　
　
　
昧
　
鐙
　
後
こ
　
隼

oo　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
撫
　
　
ね
　
　
の
　
、
　
8

　
　
　
　
な

ゆ　
　
　
　
　
作
　
　
む
　
　
等
め
　
成

　
　
　
　
め

9　
　
　
　
　
転
　
　
お
　
設
禽
。
単

　
　
　
　
定

　
　
　
　
　
は
　
お
　
施
を
る
は

円　
　
　
　
　
地
　
は
　
利
・
め
料

　
　
　
　
を

㎜
一
擁
騨
難
灘

　
　
　
　
　
平
て
圃
の
土
磁
し
こ

　
　
　
　
地

域地　
　
部

　
　
　
　
　
　
」
　
　
歌
　
　
翫
娠
　
　
叡

　
　
　
　
耕

冷　
　
の

　
　
　
　
　
鉛

繭

睡
α

能
な
標
嵩
照
○
○
～
五
〇
〇
メ
蓄
ト

ル
地
域
、
喪
質
米
蕪
産
の
標
嵩
五
〇

〇
メ
…
ト
ル
以
上
地
域
の
三
区
分
に

圃
場
整
備
が
さ
れ
て
お
り
機
械
化
が

可
能
か
否
か
に
よ
る
区
分
の
六
露
分

に
分
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
蓑
の
よ
う
な
「
標
準
小
作
料
額
し

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
農
地
貸
惜
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
の
町
標
準
小
作
料
を
参
考
に
し
て

相
方
と
話
し
禽
い
、
小
作
料
を
決
め

て
契
約
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
の
問
い
含

わ
せ
は
、
松
之
山
町
農
業
餐
轟
会

　
僧
六
ー
三
｝
三
｝
　
内
げ
線
圏
一
｝
一

犬
の
叢
録
嚢
狂
犬
覇
の
・

予
防
灘
射
鱗
お
知
ら
せ

　
次
の
と
お
り
登
録
と
狂
犬
病
予
防

淀
射
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
お
い

で
く
だ
さ
い
。
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ

て
た
方
も
、
生
後
九
十
一
日
以
上
は

忘
れ
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
愛
犬
が
死
亡
等
で
飼
奮
さ

れ
な
く
な
っ
た
場
禽
は
、
保
健
衛
生

係
窪
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

剛
、
登
録
・
集
合
漉
尉

　
猛
後
九
十
…
臼
以
上
の
犬
の
所
脊

著
は
、
終
生
一
園
の
登
録
と
年
一
回

の
狂
犬
病
予
防
濠
射
の
実
施
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
終
生
一
懸
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

狂
犬
病
予
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

平
成
七
年
鱈
月
一
沼
よ
り
実
施
〉

二
、
料
　
　
金

《
新
規
登
録
》

　
登
録
手
数
料
　
三
、
○
○
○
円

　
濾
射
済
票
手
数
料
　
五
三
〇
円

　
期
日
は
、
五
月
七
鷺
（
火
）
と
八
環

（
水
）
の
二
田
問
で
す
。

　
場
所
と
時
闘
の
詳
し
い
内
容
は
、

後
臼
回
覧
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
淀
射
に

つ
い
て
の
問
い
含
わ
せ
は
、
町
役
場

住
昆
課
　
保
健
衛
生
係
ま
で

　
倣
穴
ー
三
一
一
二
　
　
内
一
線
五
二ジ

　
濾
豹
技
術
料
　
二
、
三
七
〇
円

　
合
　
　
　
計
　
五
、
九
〇
〇
円

※
個
題
濡
豹
　
　
六
、
九
〇
〇
円

（
住
診
は
往
診
料
が
励
途
加
算
〉

《
平
成
七
隼
度
登
録
犬
》

　
濾
射
済
票
手
数
料
　
五
三
〇
円

　
濾
尉
技
術
料
　
二
、
三
七
〇
円

　
倉
　
　
　
計
　
二
、
九
〇
〇
円

※
個
別
注
射
　
　
三
、
九
〇
〇
円

（
往
診
は
往
診
料
が
刷
途
茄
算
）

※
個
別
淀
鮒
と
は
、
動
物
病
院
で
個

別
に
注
鮒
を
受
け
る
こ
と
。

三
、
持
参
す
る
も
の

の
料
金
②
通
知
は
が
き
㈱
印
鑑
（
新

規
登
録
や
淀
豹
の
場
合
に
持
参
）

四
、
濠
意
寮
項

の
制
欄
で
き
る
人
が
連
れ
て
く
る

¢⇒

異
合
の
悪
い
犬
は
、
受
付
蔚
に
獣

践
蔀
に
購
し
出
る

五
、
期
日
・
場
駈

　淀射終了後は、特に次のことに

注憲してください。

①洗躯会場から帰るときは、定ら

せないで安静を保つように心がけ

てください。

②2～3礒聞は、はげしい運動を

避けて、シャンプーや入浴交配な

ども避けましょう。

　このような犬は、集禽濾射会場

では注扇が受けられません。

　最寄りの渤物病醗で相談の上、

濾窮を受けてくださいG
①興奮が悪い犬②娃娠している犬

③淀射特に暴れて、飼1主がおさえ

ることができない犬④他人や子僕

が連れてきた犬⑤3週闘以内に飽

のワクチンを接種した犬

O
　
O
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町
内
の
子
供
た
ち
習
等

書
道
で
も
大
活
躍
！

　
新
山
の
山
岸
春
水
さ
ん
か
ら
、
平

成
7
隼
度
中
に
習
寧
・
書
道
の
方
面

で
活
躍
し
た
子
供
た
ち
の
傭
報
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
，
当
町
は
書
道
が
盛
ん
で
、

各
膚
で
行
わ
れ
ブ
、
い
ま
す
。
今
年
度

も
子
僕
た
ち
の
活
罐
に
朗
待
し
て
い

ま
す
。
　
《
学
隼
は
罎
学
年
敬
称
鵜
》

　
【
習
珊
全
圏
展
｝
中
学
生
の
部
・
準

大
賞
　
福
原
高
志
（
松
中
三
年
〉
小

学
校
の
部
・
特
賞
　
福
原
敦
志
（
松

婁
小
5
隼
）
　
【
尊
徳
記
念
全
麟
展
】

神
奈
趨
桑
頬
事
賞
　
徳
原
高
志
ハ
松

中
－
駕
）
　
【
湊
寛
展
】
新
潟
漿
教
育

委
員
長
賞
　
橿
原
高
志
（
松
中
王
年
）

　
【
J
A
全
國
展
｝
新
潟
県
教
膏
委
翼

長
賞
　
編
醸
高
志
（
松
中
－
隼
）
銅

賞
　
滝
沢
千
恵
（
松
中
2
隼
）
佳
作

賞
（
滝
沢
み
ゆ
き
（
松
璽
小
五
葎
〉

【
新
潟
察
婁
初
展
一
準
大
賞
　
福
原

高
志
ハ
松
中
1
年
）
特
選
　
佐
藤
悠

里
（
松
中
2
年
）
山
岸
祐
噸
（
松
中

王
年
）
福
原
敦
志
（
松
里
小
5
年
）

鑑
藤
智
穂
（
松
羅
小
3
年
）
準
特
選

　
佐
藤
友
紀
ハ
松
中
3
年
〉
滝
沢
真

実
（
松
中
2
年
）
蕎
橋
沙
織
（
松
中

2
隼
）
高
橋
正
作
（
松
中
1
年
）
高

橋
友
毯
（
松
璽
小
6
年
）
盤
藤
俊
之

（
浦
朗
小
6
年
）
高
橋
密
貴
（
松
璽

小
3
年
）
　
【
上
鰯
連
書
初
展
】
会
長

賞
　
小
口
よ
し
み
（
松
之
山
小
6
葎
〉

松
沢
優
美
（
松
之
山
小
4
年
〉
橿
原

敦
志
（
松
里
小
5
年
〉
小
野
塚
順
胞

（
東
覆
小
6
隼
）
小
野
塚
俊
輔
（
東

趨
小
5
年
）

　　　　ひる
苦しさに怯おことなく黙チャレンジ”を

　松之霞中学校で第弱園挙業証書授与式

　3月翅臼、松之山中学校で卒業式が行われ、木澤敏

明校長から卒業生32入（男子鍛人、女子憩入〉一人ひ

とりに卒業証書が手渡されました。式辞の中で木澤校
　　　やす長は、　ヂ易きにつかないでください鼎蕃しいことやっ

さらに怯むことなく、積極的にチャレンジし経験を積

んでください」と卒業にあたウ露葉を贈りました。ま

た、往校生・卒業生からの書葉ではお互㌃遙に両い合い、

代表者が感謝と激励の震葉を贈りました。式典後、校

舎前では先生や筏校生と則れを欝しんでいました．

数えきれないほどの思い出を胸に

　凄村留学松之山掌園で第9期生の修園式

　3月24鷺、嘗然休養村センターで浦鑓山村留掌松之

山学園の第9朔生修園式が行われました。式では、青

木理事長から学圏生娼人の一入ひとりに「修園賞証」

が手渡されました。また、山村留学一隼のまとめとし

て、修園生全員が修園作文を朗読しました．ホームシ

ックにかかり長い手紙が何逓も往復したこと、一人キ

ャンプで締い体験をしたことなど1年間のいろいろ思

い出などが発表されました。平成7年度で転串する学

癒生は7人、これからは松之山を第2のふるさとにし

たいと語していました。
灘

6年間の思い出の学び舎を巣立つ

　町内の4小掌校で卒業証書授与式

　3月25田、購内の4小学校で一斉に卒業式が行われ

ました。平成7隼度の町内小学校の卒業生は39人（男

子23人、女子絡人〉。松墨小学校でも午蔚鐙時に在校生

や来賓、父兄が晃等るなか、丸照澄夫校長からスキー

で真っ黒に臼焼けした顔の卒業生12人に卒業証書が手

渡されました．お別れの需葉では、　「松里小学校で培

った萌るく、たくましく、やり抜く心で進みます」と

あいさつ，卒業生は在校生らの大きな拍手の中、6年

間の思い出が誌まった学び舎を巣立って行きました、

9

　
無難

亭

鯉

姦
ス
キ
ー
場
で
シ
ー
ズ
ン

最
後
の
ス
キ
ー
大
会

　
3
月
2
3
檬
第
4
団
ジ
ュ
ニ
ア
G
S

L
大
会
、
鎌
鷺
第
姶
麟
ア
ル
ペ
ン
大

会
と
温
泉
ス
キ
ー
場
で
2
つ
の
ス
キ

ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
キ
ー

シ
ー
ズ
ン
も
残
り
わ
ず
か
、
選
手
は

時
内
簸
後
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技

に
元
気
に
滑
澱
し
て
い
ま
し
た
．

皆さんからの話題、構報お待ちしています．

総務課行政係岱6－3i31内線23

雪上ゲー一ムで寒さを吹き飛ばせ

　藤倉集落で雪上レクリェーション大会菱

　3月3臼、藤倉集落で第節回雪．Lレクリェーション

大会が行われ、集落センター莇には大勢の人たちが集

まりました。風船罰り借り物リレーでは、なかなか颪

船が調れずに蕃戦する場爾や豆ひろいリレーでは、勢

いあまって豆が縦から飛び串してしまう場薦など8つ

の種目で熱戦が展開され豪した。時揖、雪が舞う寒い

9でしたが、会場は寒さに負けずと大きな声援と歓声

があがっていました。毎年、男女対抗で実施されてお

朕昨年に引き続き今年も女牲軍が優勝しました。

1・　襲鑛鑛嚢・

畿．

嚢

謬
灘

ぎ
橡　　1

籔騰醸，

食べて、見て、参船して楽しかったね

第紹回松之由温泉スキーカーニバルを開催

　3月24羅、松之出温泉スキー場で第i3鐡スキーカー

ニバルが行われ、晴天に恵まれ約三，000入のスキーヤ

ーや家族づれで1こぎわいました。午前王0時に開会、地

元青年によるバンド演奏や雪、ヒザーム、餅っき大会が

行われました。今隼の羅玉はピエ藏ショー。特技の炎

を使った手品などに観客からは大きな拍手があがって

いました。また、好評の「味の麗台村」には、憩窟が

出店。漿外や町外からのスキーヤーもあんぽや山菜お

こわ、おでんなど松之山の昧を堪能していました。

地区民総参加で元気に愉快に，

　下宿川地区でレクリェーション大会

　3月憩撮、下布綴地区協議会が主催する雪、hレクリ

ェーション大会が行われました。降薯で雪、ヒの会場準

備ができなくなったため、会場をセンターの大ホール

に移し実施されました。会場いっばいに集まった参加

者は約80人、楽しい種目やたくさんの賞品が場慧され

ていました．スリッパレースではスリッパが思うよう

1こリレーできず、応援潔から「がんばれl　jの大きな

声援が送られていました。大会終了後は全員が参撫し

ての反省会も行われ、楽しい一環を過ごしていました。

8

ー
寸
の
o
り
ー



町
内
の
子
供
た
ち
習
等

書
道
で
も
大
活
躍
！

　
新
山
の
山
岸
春
水
さ
ん
か
ら
、
平

成
7
隼
度
中
に
習
寧
・
書
道
の
方
面

で
活
躍
し
た
子
供
た
ち
の
傭
報
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
，
当
町
は
書
道
が
盛
ん
で
、

各
膚
で
行
わ
れ
ブ
、
い
ま
す
。
今
年
度

も
子
僕
た
ち
の
活
罐
に
朗
待
し
て
い

ま
す
。
　
《
学
隼
は
罎
学
年
敬
称
鵜
》

　
【
習
珊
全
圏
展
｝
中
学
生
の
部
・
準

大
賞
　
福
原
高
志
（
松
中
三
年
〉
小

学
校
の
部
・
特
賞
　
福
原
敦
志
（
松

婁
小
5
隼
）
　
【
尊
徳
記
念
全
麟
展
】

神
奈
趨
桑
頬
事
賞
　
徳
原
高
志
ハ
松

中
－
駕
）
　
【
湊
寛
展
】
新
潟
漿
教
育

委
員
長
賞
　
橿
原
高
志
（
松
中
王
年
）

　
【
J
A
全
國
展
｝
新
潟
県
教
膏
委
翼

長
賞
　
編
醸
高
志
（
松
中
－
隼
）
銅

賞
　
滝
沢
千
恵
（
松
中
2
隼
）
佳
作

賞
（
滝
沢
み
ゆ
き
（
松
璽
小
五
葎
〉

【
新
潟
察
婁
初
展
一
準
大
賞
　
福
原

高
志
ハ
松
中
1
年
）
特
選
　
佐
藤
悠

里
（
松
中
2
年
）
山
岸
祐
噸
（
松
中

王
年
）
福
原
敦
志
（
松
里
小
5
年
）

鑑
藤
智
穂
（
松
羅
小
3
年
）
準
特
選

　
佐
藤
友
紀
ハ
松
中
3
年
〉
滝
沢
真

実
（
松
中
2
年
）
蕎
橋
沙
織
（
松
中

2
隼
）
高
橋
正
作
（
松
中
1
年
）
高

橋
友
毯
（
松
璽
小
6
年
）
盤
藤
俊
之

（
浦
朗
小
6
年
）
高
橋
密
貴
（
松
璽

小
3
年
）
　
【
上
鰯
連
書
初
展
】
会
長

賞
　
小
口
よ
し
み
（
松
之
山
小
6
葎
〉

松
沢
優
美
（
松
之
山
小
4
年
〉
橿
原

敦
志
（
松
里
小
5
年
〉
小
野
塚
順
胞

（
東
覆
小
6
隼
）
小
野
塚
俊
輔
（
東

趨
小
5
年
）

　　　　ひる
苦しさに怯おことなく黙チャレンジ”を

　松之霞中学校で第弱園挙業証書授与式

　3月翅臼、松之山中学校で卒業式が行われ、木澤敏

明校長から卒業生32入（男子鍛人、女子憩入〉一人ひ

とりに卒業証書が手渡されました。式辞の中で木澤校
　　　やす長は、　ヂ易きにつかないでください鼎蕃しいことやっ

さらに怯むことなく、積極的にチャレンジし経験を積

んでください」と卒業にあたウ露葉を贈りました。ま

た、往校生・卒業生からの書葉ではお互㌃遙に両い合い、

代表者が感謝と激励の震葉を贈りました。式典後、校

舎前では先生や筏校生と則れを欝しんでいました．

数えきれないほどの思い出を胸に

　凄村留学松之山掌園で第9期生の修園式

　3月24鷺、嘗然休養村センターで浦鑓山村留掌松之

山学園の第9朔生修園式が行われました。式では、青

木理事長から学圏生娼人の一入ひとりに「修園賞証」

が手渡されました。また、山村留学一隼のまとめとし

て、修園生全員が修園作文を朗読しました．ホームシ

ックにかかり長い手紙が何逓も往復したこと、一人キ

ャンプで締い体験をしたことなど1年間のいろいろ思

い出などが発表されました。平成7年度で転串する学

癒生は7人、これからは松之山を第2のふるさとにし

たいと語していました。
灘

6年間の思い出の学び舎を巣立つ

　町内の4小掌校で卒業証書授与式

　3月25田、購内の4小学校で一斉に卒業式が行われ

ました。平成7隼度の町内小学校の卒業生は39人（男

子23人、女子絡人〉。松墨小学校でも午蔚鐙時に在校生

や来賓、父兄が晃等るなか、丸照澄夫校長からスキー

で真っ黒に臼焼けした顔の卒業生12人に卒業証書が手

渡されました．お別れの需葉では、　「松里小学校で培

った萌るく、たくましく、やり抜く心で進みます」と

あいさつ，卒業生は在校生らの大きな拍手の中、6年

間の思い出が誌まった学び舎を巣立って行きました、

9

　
無難

亭

鯉

姦
ス
キ
ー
場
で
シ
ー
ズ
ン

最
後
の
ス
キ
ー
大
会

　
3
月
2
3
檬
第
4
団
ジ
ュ
ニ
ア
G
S

L
大
会
、
鎌
鷺
第
姶
麟
ア
ル
ペ
ン
大

会
と
温
泉
ス
キ
ー
場
で
2
つ
の
ス
キ

ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
キ
ー

シ
ー
ズ
ン
も
残
り
わ
ず
か
、
選
手
は

時
内
簸
後
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技

に
元
気
に
滑
澱
し
て
い
ま
し
た
．

皆さんからの話題、構報お待ちしています．

総務課行政係岱6－3i31内線23

雪上ゲー一ムで寒さを吹き飛ばせ

　藤倉集落で雪上レクリェーション大会菱

　3月3臼、藤倉集落で第節回雪．Lレクリェーション

大会が行われ、集落センター莇には大勢の人たちが集

まりました。風船罰り借り物リレーでは、なかなか颪

船が調れずに蕃戦する場爾や豆ひろいリレーでは、勢

いあまって豆が縦から飛び串してしまう場薦など8つ

の種目で熱戦が展開され豪した。時揖、雪が舞う寒い

9でしたが、会場は寒さに負けずと大きな声援と歓声

があがっていました。毎年、男女対抗で実施されてお

朕昨年に引き続き今年も女牲軍が優勝しました。

1・　襲鑛鑛嚢・

畿．

嚢

謬
灘

ぎ
橡　　1

籔騰醸，

食べて、見て、参船して楽しかったね

第紹回松之由温泉スキーカーニバルを開催

　3月24羅、松之出温泉スキー場で第i3鐡スキーカー

ニバルが行われ、晴天に恵まれ約三，000入のスキーヤ

ーや家族づれで1こぎわいました。午前王0時に開会、地

元青年によるバンド演奏や雪、ヒザーム、餅っき大会が

行われました。今隼の羅玉はピエ藏ショー。特技の炎

を使った手品などに観客からは大きな拍手があがって

いました。また、好評の「味の麗台村」には、憩窟が

出店。漿外や町外からのスキーヤーもあんぽや山菜お

こわ、おでんなど松之山の昧を堪能していました。

地区民総参加で元気に愉快に，

　下宿川地区でレクリェーション大会

　3月憩撮、下布綴地区協議会が主催する雪、hレクリ

ェーション大会が行われました。降薯で雪、ヒの会場準

備ができなくなったため、会場をセンターの大ホール

に移し実施されました。会場いっばいに集まった参加

者は約80人、楽しい種目やたくさんの賞品が場慧され

ていました．スリッパレースではスリッパが思うよう

1こリレーできず、応援潔から「がんばれl　jの大きな

声援が送られていました。大会終了後は全員が参撫し

ての反省会も行われ、楽しい一環を過ごしていました。
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みんな
　　の
懸広場、

琶

　
　
　
　
　
　
　
　
“
“
華
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今
月
弩
か
ら
こ
の
欄
を
、
　
「
み
ん

な
の
広
場
し
と
い
う
名
称
で
再
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ぺ
ー
ジ
で
は
、
大
勢
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
登
場
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
に
対
す
る
ご
意
見

や
ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
テ
ー
マ
を
設
け
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
ご
寄
稿
く
だ

さ
い
。
町
内
を
ま
わ
っ
て
街
頭
で
ご

慧
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
町

内
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
繊
体
な
ど
の

活
動
紹
介
や
仲
問
の
募
集
に
も
ご
利

絹
く
だ
さ
い
。
写
真
や
絵
醐
、
イ
ラ

ス
ト
な
ど
も
大
歓
迎
で
す
。

　
ご
寄
稿
い
た
だ
く
場
合
は
、
縦
十

繭
掌
×
横
二
十
五
行
以
内
で
お
願
い

し
豪
す
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
畢
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
懸
名

は
ご
遠
薦
願
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
連
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．孝iがん幽毒哩

竹内さおりさん（豊田・泥之木）
　　　　昭秘8年8月．盗まれ獅子，座

　　　　会社員

あ
な
た
も
”
漢
検
4
に

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
を
会
場
に
実
施

　
一
昨
奪
の
秋
よ
り
、
安
塚
高
校
松

之
山
分
校
を
会
場
に
文
部
省
認
定
の

「
漢
字
能
力
検
定
試
験
」
（
略
称
「
漢

検
し
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
O
A
や
ワ
…
プ
ロ
の
普
及
し
て
い

る
今
、
変
換
作
業
で
同
音
異
義
語
の

多
さ
紀
驚
き
、
漢
字
の
鍵
界
の
奥
深

さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
い

う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
漢
検
」
受
験
餐
は
、
平
成
六
体
竿

度
は
照
十
二
万
人
を
上
回
る
と
い
う

急
増
ぶ
り
で
す
。
年
齢
や
性
溺
に
関

係
な
く
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
受
験
で

き
る
た
め
、
生
涯
掌
習
と
し
て
も
ま

さ
に
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
は
町
昆
の

皆
さ
ん
か
ら
も
広
く
参
茄
い
た
だ
き
、

ご
臼
身
の
搬
的
財
産
の
～
部
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ご
案
内
し
ま

す
。
　
「
漢
検
」
を
受
験
し
て
み
た
い

と
思
う
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
期
　
　
鼠
　
　
六
一
月
十
五
日
く
土
）

　　騰今の私　　
　私は、鳶限会社飯塚建設に勤務してい

ます。会社では、若い人たちがたくさん

いて活気ある職場です。仕事は“営業”

で役所をまわっています。役所へ行かせ

てもらっていることで、いろいろな人た

ちに呂会えで話しをすることができとて

も勉強になります。

　地域では、ヂ豪雪塾」や「由菜塾」な

ど都会の人たちとの交流イベントをやっ

ています。私もそのイベントを手伝って、

地域を盛り上げようとしています。いろ

いろなことをして活気ある町にしたいも

のです。

　これからも、人と墨会える機会を大切

にして一生懸命に頑張っていきたいと思

っています。

　　　　一』　　　　，　’　　　剛3　　　ρ　，　　一4　　醒甲　一ρ　岬ダ緯▼
一■

◇
会
（
〉
検
定
級
　
二
～
七
級

◇
受
験
資
格
　
鰯
隈
あ
り
ま
せ
ん
。

　
希
望
す
る
級
が
受
験
で
き
ま
す
。

φ
検
定
料
　
二
級
－
四
千
円
、
三
～
．

　
七
級
去
一
千
円

φ
牢
込
方
法
　
捲
建
罵
紙
を
提
出

（
十
月
と
一
月
も
実
施
予
定
）
輔

場
　
松
之
山
分
校
（
準
会
場
〉
醐

緒
に

〃
い
い
汗
”
流
し
ま
せ
ん
か

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
の

　
　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
は
、
今
年
も

　
い
よ
い
よ
濡
動
を
始
め
ま
す
。
あ
な

　
た
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、

　
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。
覧
軽
に

　
ご
参
撫
く
だ
さ
い
。

　
φ
期
　
臼

　
　
照
月
八
日
く
月
）
か
ら
。
四
月
は
毎

　
　
週
月
曜
鷺
に
、
ま
た
五
月
か
ら
は

　
　
毎
週
火
曜
に
闘
催
し
ま
す
、

　
◇
時
　
問

　
　
照
月
・
五
月
は
夜
七
時
三
十
分
、

　
　
六
月
以
降
は
夜
八
時
か
ら
で
す
。

　
φ
場
　
斯

　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
　
二
踏

側
一㎝酬引幽㎝塀甜御酬都酬鮒一瑠揃㎝一劃創靭印脚脚…｝

◇
講
騨

大
口
悦
子
先
生
（
津
南
町
在
住
〉

⇔
会
費

初
圃
昼
カ
月
二
千
円
、
次
月
か

　
ら
一
カ
月
千
円
で
す
。

◇
問
い
含
わ
せ
先

　
連
絡
係
　
小
野
塚
光
枝
（
松
之
山
）

　
費
六
ー
二
一
五
九
ま
で

‘0

絡
い
た
だ
け
れ
ば
薩
接
自
竃
に
お
伺

い
し
震
す
。

　
な
お
、
寄
稿
い
た
だ
く
場
合
の
原

稿
の
締
め
切
り
期
溝
は
、
発
行
月
の

麟
月
二
十
臼
ま
で
で
す
。

【
五
月
号
の
テ
ー
マ
】

　
「
広
報
ま
つ
の
や
ま
し
に
｝
羅

【
漂
稿
締
め
吻
り
臼
】

　
四
月
二
十
薄
（
土
）

【
送
付
先
】
　
松
之
山
町
役
場

　
総
務
謙
行
政
係
　
広
報
担
轟
ま
で

フキ（切科〉　　　自

灘瓢蕪離磐
罐鶉羅灘欝きノ
花と葉梛・共に翻と鰍蝶とし⑳

舌親し　いる○榔嚇よ乙乙
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◇
締
め
切
り
　
五
月
t
臼
（
火
）
証
牟

◇
そ
の
弛
　
詳
し
く
は
、
松
之
山
分

　
校
の
國
語
科
廣
井
ま
で

　
鱈
六
…
二
〇
二
五

【
お
お
よ
そ
の
内
容
と
穆
度
｝

二
級
…
葛
校
ま
で
で
学
習
す
る
常
矯

漢
掌
一
九
照
五
掌
と
人
名
漢
字
、

　
滋
て
字
、
部
葡
な
ど
。

（
倒
〉
誤
掌
を
改
め
よ
。

「
蒋
糧
二
十
歳
で
将
棋
鼻
の
簸
高
位

で
あ
る
名
人
位
を
獲
得
し
た
凶

ゑ遡

わ
が
家
の
人
気
煮
轟
．
欝
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酪

　
こ
ん
に
ち
は
、
ぼ
く
の
名
繭
は
轡

山
正
佳
で
す
。
み
ん
な
は
「
マ
ー
く

ん
」
と
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、

マ
ー
く
ん
と
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声

で
噂
ハ
ー
イ
」
と
返
事
す
る
ん
だ
よ
。

　
こ
と
し
は
、
雪
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
ね
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
父
さ
ん

た
ち
も
霧
ほ
り
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た

み
た
い
。
ぼ
く
も
ス
コ
ッ
プ
を
も
つ

て
、
一
生
け
ん
め
い
に
讐
ほ
参
の
お

手
伝
い
し
た
ん
だ
。

まさよし

正佳ちゃん登場

　（2歳Sカ月）

材出昭夫・晴美さんの長男

　　　く湯本・坂中）

　
家
で
は
、
弟
の
「
和
佳
く
ん
㌧
と

遊
ん
で
い
る
よ
、
早
く
、
雪
が
と
け

な
い
か
な
。
だ
っ
て
、
だ
い
す
き
な

砂
遊
ぴ
や
水
遊
び
が
で
き
る
か
ら
。

い
ま
は
お
黛
に
入
り
の
ユ
ン
ボ
で
遊

ん
だ
り
、
ク
レ
ヨ
ン
で
絵
を
書
い
た

り
、
絵
本
を
見
た
り
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
カ
ー
だ
っ
て
、
持
っ
て
い
る
よ
。

【
お
母
さ
ん
か
ら
一
鞭
呂

　
元
餓
で
、
優
し
い
子
に
青
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
つ
の
や
ま
文
芸

俳
　
句

雪
壁
に
祝
の
字
く
ず
れ
春
休
み

雪
の
墓
つ
く
り
香
さ
す
入
り
彼
岸

轟
穴
乗
せ
し
枢
車
職
場
へ
雪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ぷ

夢
に
逢
ふ
声
な
き
笑
顔
彼
岸
亡
夫

沈
丁
の
香
り
残
し
て
転
勤
す

雪
解
柑
竹
竿
売
り
の
声
透
る

足
裏
よ
り
土
柔
ら
か
や
下
繭
ゆ
る

さ
し
か
け
て
傘
を
畳
み
ぬ
春
の
爾

や
ま
ツ
リ

山
雀
の
声
聞
い
て
い
る
朝
寝
か
な

瓢
潟
の
雪
ら
し
く
雪
降
り
に
け
り

破
璃
戸
越
し
鰺
の
暖
か
き
彼
岸
晴

ヨ
　
　
　
　
　
き

”
　
　
麺
V

百
薬
も
ス
ト
レ
ス
ひ
と
つ
ま
ま
な
ら
ず

ス
ト
レ
ス
を
ま
ぜ
て
呑
む
酒
腹
に
沁
み

電
話
器
か
ら
山
菜
が
見
え
春
が
見
え

村
お
こ
し
論
じ
て
ボ
ト
ル
軽
く
す
る

納
屋
の
錠
亡
母
の
歳
時
記
知
り
つ
く
し

弟
報
欄
や
が
て
や
が
て
を
免
て
お
こ
う

そ
れ
ほ
ど
の
事
な
ど
せ
ず
に
礼
に
逢
い

川
柳
作
品
紹
介

カ
ッ
プ
ル
の
会
話
に
照
れ
る
角
砂
糖

少
年
期
さ
が
し
て
川
を
さ
か
の
ぽ
る

こ
だ
わ
り
を
捨
て
て
世
間
が
広
く
見
え

欲
も
つ
め
非
常
袋
は
重
す
ぎ
る

ま
ま
ご
と
の
マ
マ
て
き
ぱ
き
と
指
図
す
る

橋
　
詰
（
重
　
屋
〉
村
山
　
悦
夫

松
之
山
（
松
　
屋
）
佐
藤
　
節
女

松
之
山
（
潮
　
磁
）
嵩
沢
　
秀
女

松
之
山
（
商
松
屋
）
井
部
　
朝
女

中
　
尾
（
平
　
蓄
）
高
橋
春
光
子

松
之
山
（
並
木
屋
）
霜
施
　
外
仁

黒
倉
二
枚
蘭
）
草
村
正
孝

小和木長す
　　　谷み
島子村瑚子

召
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みんな
　　の
懸広場、

琶

　
　
　
　
　
　
　
　
“
“
華
．

　
今
月
弩
か
ら
こ
の
欄
を
、
　
「
み
ん

な
の
広
場
し
と
い
う
名
称
で
再
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ぺ
ー
ジ
で
は
、
大
勢
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
登
場
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
に
対
す
る
ご
意
見

や
ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
テ
ー
マ
を
設
け
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
ご
寄
稿
く
だ

さ
い
。
町
内
を
ま
わ
っ
て
街
頭
で
ご

慧
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
町

内
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
繊
体
な
ど
の

活
動
紹
介
や
仲
問
の
募
集
に
も
ご
利

絹
く
だ
さ
い
。
写
真
や
絵
醐
、
イ
ラ

ス
ト
な
ど
も
大
歓
迎
で
す
。

　
ご
寄
稿
い
た
だ
く
場
合
は
、
縦
十

繭
掌
×
横
二
十
五
行
以
内
で
お
願
い

し
豪
す
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
畢
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
懸
名

は
ご
遠
薦
願
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
連
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竹内さおりさん（豊田・泥之木）
　　　　昭秘8年8月．盗まれ獅子，座

　　　　会社員

あ
な
た
も
”
漢
検
4
に

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
を
会
場
に
実
施

　
一
昨
奪
の
秋
よ
り
、
安
塚
高
校
松

之
山
分
校
を
会
場
に
文
部
省
認
定
の

「
漢
字
能
力
検
定
試
験
」
（
略
称
「
漢

検
し
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
O
A
や
ワ
…
プ
ロ
の
普
及
し
て
い

る
今
、
変
換
作
業
で
同
音
異
義
語
の

多
さ
紀
驚
き
、
漢
字
の
鍵
界
の
奥
深

さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
い

う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
漢
検
」
受
験
餐
は
、
平
成
六
体
竿

度
は
照
十
二
万
人
を
上
回
る
と
い
う

急
増
ぶ
り
で
す
。
年
齢
や
性
溺
に
関

係
な
く
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
受
験
で

き
る
た
め
、
生
涯
掌
習
と
し
て
も
ま

さ
に
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
は
町
昆
の

皆
さ
ん
か
ら
も
広
く
参
茄
い
た
だ
き
、

ご
臼
身
の
搬
的
財
産
の
～
部
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ご
案
内
し
ま

す
。
　
「
漢
検
」
を
受
験
し
て
み
た
い

と
思
う
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
期
　
　
鼠
　
　
六
一
月
十
五
日
く
土
）

　　騰今の私　　
　私は、鳶限会社飯塚建設に勤務してい

ます。会社では、若い人たちがたくさん

いて活気ある職場です。仕事は“営業”

で役所をまわっています。役所へ行かせ

てもらっていることで、いろいろな人た

ちに呂会えで話しをすることができとて

も勉強になります。

　地域では、ヂ豪雪塾」や「由菜塾」な

ど都会の人たちとの交流イベントをやっ

ています。私もそのイベントを手伝って、

地域を盛り上げようとしています。いろ

いろなことをして活気ある町にしたいも

のです。

　これからも、人と墨会える機会を大切

にして一生懸命に頑張っていきたいと思

っています。

　　　　一』　　　　，　’　　　剛3　　　ρ　，　　一4　　醒甲　一ρ　岬ダ緯▼
一■

◇
会
（
〉
検
定
級
　
二
～
七
級

◇
受
験
資
格
　
鰯
隈
あ
り
ま
せ
ん
。

　
希
望
す
る
級
が
受
験
で
き
ま
す
。

φ
検
定
料
　
二
級
－
四
千
円
、
三
～
．

　
七
級
去
一
千
円

φ
牢
込
方
法
　
捲
建
罵
紙
を
提
出

（
十
月
と
一
月
も
実
施
予
定
）
輔

場
　
松
之
山
分
校
（
準
会
場
〉
醐

緒
に

〃
い
い
汗
”
流
し
ま
せ
ん
か

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
の

　
　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
は
、
今
年
も

　
い
よ
い
よ
濡
動
を
始
め
ま
す
。
あ
な

　
た
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、

　
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。
覧
軽
に

　
ご
参
撫
く
だ
さ
い
。

　
φ
期
　
臼

　
　
照
月
八
日
く
月
）
か
ら
。
四
月
は
毎

　
　
週
月
曜
鷺
に
、
ま
た
五
月
か
ら
は

　
　
毎
週
火
曜
に
闘
催
し
ま
す
、

　
◇
時
　
問

　
　
照
月
・
五
月
は
夜
七
時
三
十
分
、

　
　
六
月
以
降
は
夜
八
時
か
ら
で
す
。

　
φ
場
　
斯

　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
　
二
踏

側
一㎝酬引幽㎝塀甜御酬都酬鮒一瑠揃㎝一劃創靭印脚脚…｝

◇
講
騨

大
口
悦
子
先
生
（
津
南
町
在
住
〉

⇔
会
費

初
圃
昼
カ
月
二
千
円
、
次
月
か

　
ら
一
カ
月
千
円
で
す
。

◇
問
い
含
わ
せ
先

　
連
絡
係
　
小
野
塚
光
枝
（
松
之
山
）

　
費
六
ー
二
一
五
九
ま
で

‘0

絡
い
た
だ
け
れ
ば
薩
接
自
竃
に
お
伺

い
し
震
す
。

　
な
お
、
寄
稿
い
た
だ
く
場
合
の
原

稿
の
締
め
切
り
期
溝
は
、
発
行
月
の

麟
月
二
十
臼
ま
で
で
す
。

【
五
月
号
の
テ
ー
マ
】

　
「
広
報
ま
つ
の
や
ま
し
に
｝
羅

【
漂
稿
締
め
吻
り
臼
】

　
四
月
二
十
薄
（
土
）

【
送
付
先
】
　
松
之
山
町
役
場

　
総
務
謙
行
政
係
　
広
報
担
轟
ま
で

フキ（切科〉　　　自

灘瓢蕪離磐
罐鶉羅灘欝きノ
花と葉梛・共に翻と鰍蝶とし⑳

舌親し　いる○榔嚇よ乙乙
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◇
締
め
切
り
　
五
月
t
臼
（
火
）
証
牟

◇
そ
の
弛
　
詳
し
く
は
、
松
之
山
分

　
校
の
國
語
科
廣
井
ま
で

　
鱈
六
…
二
〇
二
五

【
お
お
よ
そ
の
内
容
と
穆
度
｝

二
級
…
葛
校
ま
で
で
学
習
す
る
常
矯

漢
掌
一
九
照
五
掌
と
人
名
漢
字
、

　
滋
て
字
、
部
葡
な
ど
。

（
倒
〉
誤
掌
を
改
め
よ
。

「
蒋
糧
二
十
歳
で
将
棋
鼻
の
簸
高
位

で
あ
る
名
人
位
を
獲
得
し
た
凶

ゑ遡

わ
が
家
の
人
気
煮
轟
．
欝
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酪

　
こ
ん
に
ち
は
、
ぼ
く
の
名
繭
は
轡

山
正
佳
で
す
。
み
ん
な
は
「
マ
ー
く

ん
」
と
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、

マ
ー
く
ん
と
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声

で
噂
ハ
ー
イ
」
と
返
事
す
る
ん
だ
よ
。

　
こ
と
し
は
、
雪
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
ね
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
父
さ
ん

た
ち
も
霧
ほ
り
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た

み
た
い
。
ぼ
く
も
ス
コ
ッ
プ
を
も
つ

て
、
一
生
け
ん
め
い
に
讐
ほ
参
の
お

手
伝
い
し
た
ん
だ
。

まさよし

正佳ちゃん登場

　（2歳Sカ月）

材出昭夫・晴美さんの長男

　　　く湯本・坂中）

　
家
で
は
、
弟
の
「
和
佳
く
ん
㌧
と

遊
ん
で
い
る
よ
、
早
く
、
雪
が
と
け

な
い
か
な
。
だ
っ
て
、
だ
い
す
き
な

砂
遊
ぴ
や
水
遊
び
が
で
き
る
か
ら
。

い
ま
は
お
黛
に
入
り
の
ユ
ン
ボ
で
遊

ん
だ
り
、
ク
レ
ヨ
ン
で
絵
を
書
い
た

り
、
絵
本
を
見
た
り
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
カ
ー
だ
っ
て
、
持
っ
て
い
る
よ
。

【
お
母
さ
ん
か
ら
一
鞭
呂

　
元
餓
で
、
優
し
い
子
に
青
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
つ
の
や
ま
文
芸

俳
　
句

雪
壁
に
祝
の
字
く
ず
れ
春
休
み

雪
の
墓
つ
く
り
香
さ
す
入
り
彼
岸

轟
穴
乗
せ
し
枢
車
職
場
へ
雪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ぷ

夢
に
逢
ふ
声
な
き
笑
顔
彼
岸
亡
夫

沈
丁
の
香
り
残
し
て
転
勤
す

雪
解
柑
竹
竿
売
り
の
声
透
る

足
裏
よ
り
土
柔
ら
か
や
下
繭
ゆ
る

さ
し
か
け
て
傘
を
畳
み
ぬ
春
の
爾

や
ま
ツ
リ

山
雀
の
声
聞
い
て
い
る
朝
寝
か
な

瓢
潟
の
雪
ら
し
く
雪
降
り
に
け
り

破
璃
戸
越
し
鰺
の
暖
か
き
彼
岸
晴

ヨ
　
　
　
　
　
き

”
　
　
麺
V

百
薬
も
ス
ト
レ
ス
ひ
と
つ
ま
ま
な
ら
ず

ス
ト
レ
ス
を
ま
ぜ
て
呑
む
酒
腹
に
沁
み

電
話
器
か
ら
山
菜
が
見
え
春
が
見
え

村
お
こ
し
論
じ
て
ボ
ト
ル
軽
く
す
る

納
屋
の
錠
亡
母
の
歳
時
記
知
り
つ
く
し

弟
報
欄
や
が
て
や
が
て
を
免
て
お
こ
う

そ
れ
ほ
ど
の
事
な
ど
せ
ず
に
礼
に
逢
い

川
柳
作
品
紹
介

カ
ッ
プ
ル
の
会
話
に
照
れ
る
角
砂
糖

少
年
期
さ
が
し
て
川
を
さ
か
の
ぽ
る

こ
だ
わ
り
を
捨
て
て
世
間
が
広
く
見
え

欲
も
つ
め
非
常
袋
は
重
す
ぎ
る

ま
ま
ご
と
の
マ
マ
て
き
ぱ
き
と
指
図
す
る

橋
　
詰
（
重
　
屋
〉
村
山
　
悦
夫

松
之
山
（
松
　
屋
）
佐
藤
　
節
女

松
之
山
（
潮
　
磁
）
嵩
沢
　
秀
女

松
之
山
（
商
松
屋
）
井
部
　
朝
女

中
　
尾
（
平
　
蓄
）
高
橋
春
光
子

松
之
山
（
並
木
屋
）
霜
施
　
外
仁

黒
倉
二
枚
蘭
）
草
村
正
孝

小和木長す
　　　谷み
島子村瑚子

召



生涯学習：3一ナー

　生涯学習に取り綴む人が増えると、町

　　　　　　　　　　　　　　　ぺ
が活鰻るつ嚇空けど難ガ
　　　　　　　　〈＿
学習することの意義　　　　　　　　　　　　を、屡1

　　　　　　　　　　　　　　　聾　なぜ掌ぶ必要があるのか？について考え　『

てみると、次のように要約できます。

　まず・個人的覆癒ではr心豊か姓きが

いに満ちた人生を送るために掌ぶ」という

こと駿るでしょう。次に、地域課題的顯では、ノ、々が

「住みや獅地域」かが住みよ馳域」づくりをす鋤

るた疏学凝いうこ醸なるでしょう．つまり、学就

いうことは・いわゆる囑の確立と繍感の醸成」撫う

意義があるといえます。

学習者の増茄と地域の活牲化

鞭が生欝翫取粥凱猷よって、鰍の鱒を
高め・その蓄えた力牲かして働町鱒こも磁しい影響

を与えていくことが鵬できます。このよ匁して学儲

の輪が広がり、やがて地域の人たち相互が啓発し合い、お

互いに向上しようとする学翌ムードの濃い地域づくりが期

待できるようになってきます．

この様になってくると、自分たちの地域を自分たちの拳

でさ硫阯させよ鷲する気運が離り、地域が活靴
していくことが期待できるのです。

遣の　供学l
　　　　　　　　　　　　　　l

　松之山町公民館では65歳以　　し学楽ゆ　　1

上噸の方が、気軽景，学習募綻1
　　　　　　　　　　し　　り　　1醐蜘勧るように蕩　　　　1

叢1鰐齢鵜）◎謝

　　　　　　　　　　　▼送迎バスを弔意した昼間の

濡動です。ぜひご参舶くださ　　　　　　　　　　1

い・　　　　　　1
朗　鷺　　毎月第三水曜貨（5月～難月｝

内　容　　5月　入学式、晦長講話

（予定）

その勉

　6月　プランター肇菜栽培のしかた

　7月　菊作りのしかた

　8月　陶羅の作り方

　9月　楽しい健康体操

鉛月　松之山聴の歴史

難月　町長講話、卒業式

湯鳥大学はいきいき県民カレッジ登録

講座です。受講すると票から単位がもら

えます。

ジ

　
誰
が
名
づ
け
た
か
「
美
人

林
」
、
ブ
ナ
の
す
ん
な
り
し

㎜
た
樹
形
は
女
牲
の
立
姿
を
思

わ
せ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ

う
な
平
撫
地
に
蕊
曹
し
て
い

る
の
は
漿
内
で
も
珍
し
い
。

　
半
隼
問
は
雪
に
埋
ま
る
松

之
山
の
春
は
、
照
月
ま
だ
残

雪
の
中
、
ブ
ナ
の
芽
吹
き
で

自
然
鼻
が
｝
斉
に
躍
動
を
始

め
る
．
梅
・
桜
・
桃
が
一
緒

に
咲
き
、
細
畑
で
は
、
枯
草

を
焼
く
煙
が
立
ち
の
ぼ
り
、

澱
檀
え
準
備
の
ト
ラ
ク
タ
ー

の
エ
ン
ジ
ン
の
費
が
闘
え
る
。

　
し
か
し
こ
の
美
人
林
に
建

を
踏
み
入
れ
る
と
、
ま
さ
に

別
樵
界
で
あ
る
。
窒
気
が
お

い
し
い
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
、

解
寂
な
池
、
雑
念
が
蜜
り
自

に
許
　
　
ま

的
ウ
　
　
リ

期
よ
　
　
あ

定
に
　
　
に

を
書
　
　
館

館
請
　
　
罠

膏
串
　
公
　
　
鱒

体
癩
　
　
町

校
利
。
は
　
　
、
、
㍑

弾
罫
騰
　
図

及
体
だ
の

館
腿
く
書

育
い
て
講
　
　
署

体
た
け
購
　
　
　
．

民
し
受
馬

町
馬
を
潤
。

　
利
可
　
　
す

はばたけ宝塚

餓がつけばみんな吉本

アンパンマン的革命

戦鼠鼠将に学ぶ処徴術

良い書い訳・悪い霞い訳

バスストップの消患、

水の手鰻

悲しみの航海

盤界を駆ける男　上津下

花秀俸夫

木村政雄

菅浩江

津本陽
渋谷愚三

嶋本達綱

俸集院静

轡井直行

邦光史郎
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分
｝
人
に
な
れ
る
。

　
林
内
は
、
地
元
の
人
々
全
鰻
で
格

枝
や
雑
木
を
取
り
除
き
、
手
入
れ
が

さ
れ
て
い
る
、
祐
葉
の
積
っ
た
散
策

跨
は
ク
ツ
シ
ヲ
ン
が
き
い
て
実
に
歩

き
よ
い
。
野
鳥
の
宝
庫
だ
け
に
探
鳥

会
や
森
林
浴
を
楽
し
む
人
が
増
え
て

い
る
。

▼
場
所
　
松
之
出
町
松
繊

▼
照
会
　
松
之
山
驚
観
光
協
会

　
　
　
　
0
2
5
5
9
6
3
0
1
肇

松之山町生涯学習だより

（
▽
◎
3ゆ須

ゆとりくん

ゆとり
鴨

こ

民
俗
資
料
館
開
館
　
　
一

　
冬
娚
間
閉
館
し
て
い
た
松
之
山
町

罠
俗
資
料
館
を
オ
…
プ
ン
し
ま
す
。

本
年
度
も
御
利
用
下
さ
い
。

▼
麗
館
田
　
4
月
2
7
摂
㈹

▼
闘
館
時
間
午
莇
9
蒔
～
午
後
5
時

▼
入
館
料
　
大
人
脚
円
　
小
人
蜘
内

▼
連
絡
　
　
6
；
2
0
4
1

Nα23公民館　暦6－2265　担当　斌田

▼
鯖
間
午
前
8
聴
3
0
分
～
午
後
2
時

▼
問
禽
　
松
之
山
町
公
罠
館

薦
高
校
春
季
ク
翼
力

㎜
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大
会

　
新
潟
県
内
の
蕎
校
生
に
よ
る
今
シ

ー
ズ
ン
最
後
の
ス
キ
！
大
会
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
屡
種
目
が
大
厳
寺
嵩
原

で
闘
催
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場
　
大
厳
寺
蕩
原
ク
鷲
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
窒
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▼
期
9
　
4
月
2
2
臼
㈲
～
2
4
臼
㈱

松
之
幽
温
泉
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　
早
春
の
大
厳
専
高
原
で
の
シ
ー
ズ

ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ス
キ
ー
大

会
で
す
。

▼
会
場
　
大
厳
寺
蔦
漂
ク
ロ
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▼
期
臼
　
4
月
2
1
環
㈲

▼
時
問
午
前
8
聴
3
0
分
～
午
後
2

▼
問
禽
　
松
之
山
町
公
民
館

　
み
ん
な
の
力
で
美
し
い
松
之
山
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
期
臼
　
5
月
1
2
9
㈲

▼
時
闘
午
前
7
時
～
8
聴

▼
場
所
　
購
内
の
主
要
道
路

▼
活
動
　
各
集
落
単
位

　
今
年
も
貌
名
の
着
餐
が
成
人
式
を

む
か
え
ま
す
。

　
新
成
人
の
み
嶽
さ
ん
、
未
来
へ
む

か
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
！

▼
期
臼
　
5
月
3
鷺
働

平成8年度

詣
参
事
ー
一

し
て
逢
す 渦

事
業
案
内
㍗
㌔

　
町
で
は
、
今
隼
か
ら
6
5
歳
以
上
の

購
罠
を
対
象
に
湯
鳥
大
学
を
開
学
し

ま
す
。
入
学
式
で
は
町
長
さ
ん
か
ら

講
語
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
醸
5
月
－
総
㈱

▼
時
間
　
午
前
1
0
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
王
時
3
0
分

▼
会
場
　
自
駅
川
休
養
村
セ
ン
タ
ー

教室・講座紹介～舳に個性を生かして樹！～

教室・講座名 孟　　　　　な　　　　　内　　　　　容
期　　　　日 対　　　象

ニコニコ教室 幼兇と保育者が楽しく交流します
銀月第2水曜臼昼 幼児と保育者

現代おやじ掌講座 子供と一緒に楽しめる活動について学びます
毎月第4金曜臼夜 小学生までの

子を持つ父親
成人実摺講座 仕事以外にも得意な分野を作りましょう

毎月第4金曜日夜 40～65歳成人
女姓ネットワーク

研修会
女性の二一ズにもとづいた碕修会で楽しみましょう

毎月王翻 女　　性

湯鳥大学 松之山のシルバーが元気に楽しく学びます
毎月第三水曜臼昼 65歳以上

霞然体験教室 松之由の豊かな自然の中で学びます
毎月第3日曜日昼 小学生と親

生け花教室 山野草をさり氣なく生活の中にとりいれます。
毎月第1火曜日夜 臨蔑一般

ビデオ撮影講座 ビデオの初歩から高度な撮影テクニックまで その都度連絡 晦民一般
少年野球教室 野球の技術と協力性を学びます 毎週日曜臼朝 小学4～6年
ジ望ギング教室 畢朝にさわやかにマイペースで走ります 毎週日曜臼朝 幼兇～一般
才勢隣源癬の蜘索　　藩獄要撫／ハ≠一　　　　面　　・後臼醗窃の教室・講座案内のチラシで串し込みください。電護での申し込みも 受け轡けます．

’2

1
ω
の
o
り
ー



生涯学習：3一ナー

　生涯学習に取り綴む人が増えると、町

　　　　　　　　　　　　　　　ぺ
が活鰻るつ嚇空けど難ガ
　　　　　　　　〈＿
学習することの意義　　　　　　　　　　　　を、屡1

　　　　　　　　　　　　　　　聾　なぜ掌ぶ必要があるのか？について考え　『

てみると、次のように要約できます。

　まず・個人的覆癒ではr心豊か姓きが

いに満ちた人生を送るために掌ぶ」という

こと駿るでしょう。次に、地域課題的顯では、ノ、々が

「住みや獅地域」かが住みよ馳域」づくりをす鋤

るた疏学凝いうこ醸なるでしょう．つまり、学就

いうことは・いわゆる囑の確立と繍感の醸成」撫う

意義があるといえます。

学習者の増茄と地域の活牲化

鞭が生欝翫取粥凱猷よって、鰍の鱒を
高め・その蓄えた力牲かして働町鱒こも磁しい影響

を与えていくことが鵬できます。このよ匁して学儲

の輪が広がり、やがて地域の人たち相互が啓発し合い、お

互いに向上しようとする学翌ムードの濃い地域づくりが期

待できるようになってきます．

この様になってくると、自分たちの地域を自分たちの拳

でさ硫阯させよ鷲する気運が離り、地域が活靴
していくことが期待できるのです。

遣の　供学l
　　　　　　　　　　　　　　l

　松之山町公民館では65歳以　　し学楽ゆ　　1

上噸の方が、気軽景，学習募綻1
　　　　　　　　　　し　　り　　1醐蜘勧るように蕩　　　　1

叢1鰐齢鵜）◎謝

　　　　　　　　　　　▼送迎バスを弔意した昼間の

濡動です。ぜひご参舶くださ　　　　　　　　　　1

い・　　　　　　1
朗　鷺　　毎月第三水曜貨（5月～難月｝

内　容　　5月　入学式、晦長講話

（予定）

その勉

　6月　プランター肇菜栽培のしかた

　7月　菊作りのしかた

　8月　陶羅の作り方

　9月　楽しい健康体操

鉛月　松之山聴の歴史

難月　町長講話、卒業式

湯鳥大学はいきいき県民カレッジ登録

講座です。受講すると票から単位がもら

えます。

ジ

　
誰
が
名
づ
け
た
か
「
美
人

林
」
、
ブ
ナ
の
す
ん
な
り
し

㎜
た
樹
形
は
女
牲
の
立
姿
を
思

わ
せ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ

う
な
平
撫
地
に
蕊
曹
し
て
い

る
の
は
漿
内
で
も
珍
し
い
。

　
半
隼
問
は
雪
に
埋
ま
る
松

之
山
の
春
は
、
照
月
ま
だ
残

雪
の
中
、
ブ
ナ
の
芽
吹
き
で

自
然
鼻
が
｝
斉
に
躍
動
を
始

め
る
．
梅
・
桜
・
桃
が
一
緒

に
咲
き
、
細
畑
で
は
、
枯
草

を
焼
く
煙
が
立
ち
の
ぼ
り
、

澱
檀
え
準
備
の
ト
ラ
ク
タ
ー

の
エ
ン
ジ
ン
の
費
が
闘
え
る
。

　
し
か
し
こ
の
美
人
林
に
建

を
踏
み
入
れ
る
と
、
ま
さ
に

別
樵
界
で
あ
る
。
窒
気
が
お

い
し
い
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
、

解
寂
な
池
、
雑
念
が
蜜
り
自

に
許
　
　
ま

的
ウ
　
　
リ

期
よ
　
　
あ

定
に
　
　
に

を
書
　
　
館

館
請
　
　
罠

膏
串
　
公
　
　
鱒

体
癩
　
　
町

校
利
。
は
　
　
、
、
㍑

弾
罫
騰
　
図

及
体
だ
の

館
腿
く
書

育
い
て
講
　
　
署

体
た
け
購
　
　
　
．

民
し
受
馬

町
馬
を
潤
。

　
利
可
　
　
す

はばたけ宝塚

餓がつけばみんな吉本

アンパンマン的革命

戦鼠鼠将に学ぶ処徴術

良い書い訳・悪い霞い訳

バスストップの消患、

水の手鰻

悲しみの航海

盤界を駆ける男　上津下

花秀俸夫

木村政雄

菅浩江

津本陽
渋谷愚三

嶋本達綱

俸集院静

轡井直行

邦光史郎
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分
｝
人
に
な
れ
る
。

　
林
内
は
、
地
元
の
人
々
全
鰻
で
格

枝
や
雑
木
を
取
り
除
き
、
手
入
れ
が

さ
れ
て
い
る
、
祐
葉
の
積
っ
た
散
策

跨
は
ク
ツ
シ
ヲ
ン
が
き
い
て
実
に
歩

き
よ
い
。
野
鳥
の
宝
庫
だ
け
に
探
鳥

会
や
森
林
浴
を
楽
し
む
人
が
増
え
て

い
る
。

▼
場
所
　
松
之
出
町
松
繊

▼
照
会
　
松
之
山
驚
観
光
協
会

　
　
　
　
0
2
5
5
9
6
3
0
1
肇

松之山町生涯学習だより

（
▽
◎
3ゆ須

ゆとりくん

ゆとり
鴨

こ

民
俗
資
料
館
開
館
　
　
一

　
冬
娚
間
閉
館
し
て
い
た
松
之
山
町

罠
俗
資
料
館
を
オ
…
プ
ン
し
ま
す
。

本
年
度
も
御
利
用
下
さ
い
。

▼
麗
館
田
　
4
月
2
7
摂
㈹

▼
闘
館
時
間
午
莇
9
蒔
～
午
後
5
時

▼
入
館
料
　
大
人
脚
円
　
小
人
蜘
内

▼
連
絡
　
　
6
；
2
0
4
1

Nα23公民館　暦6－2265　担当　斌田

▼
鯖
間
午
前
8
聴
3
0
分
～
午
後
2
時

▼
問
禽
　
松
之
山
町
公
罠
館

薦
高
校
春
季
ク
翼
力

㎜
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大
会

　
新
潟
県
内
の
蕎
校
生
に
よ
る
今
シ

ー
ズ
ン
最
後
の
ス
キ
！
大
会
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
屡
種
目
が
大
厳
寺
嵩
原

で
闘
催
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場
　
大
厳
寺
蕩
原
ク
鷲
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
窒
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▼
期
9
　
4
月
2
2
臼
㈲
～
2
4
臼
㈱

松
之
幽
温
泉
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　
早
春
の
大
厳
専
高
原
で
の
シ
ー
ズ

ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ス
キ
ー
大

会
で
す
。

▼
会
場
　
大
厳
寺
蔦
漂
ク
ロ
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▼
期
臼
　
4
月
2
1
環
㈲

▼
時
問
午
前
8
聴
3
0
分
～
午
後
2

▼
問
禽
　
松
之
山
町
公
民
館

　
み
ん
な
の
力
で
美
し
い
松
之
山
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
期
臼
　
5
月
1
2
9
㈲

▼
時
闘
午
前
7
時
～
8
聴

▼
場
所
　
購
内
の
主
要
道
路

▼
活
動
　
各
集
落
単
位

　
今
年
も
貌
名
の
着
餐
が
成
人
式
を

む
か
え
ま
す
。

　
新
成
人
の
み
嶽
さ
ん
、
未
来
へ
む

か
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
！

▼
期
臼
　
5
月
3
鷺
働

平成8年度

詣
参
事
ー
一

し
て
逢
す 渦

事
業
案
内
㍗
㌔

　
町
で
は
、
今
隼
か
ら
6
5
歳
以
上
の

購
罠
を
対
象
に
湯
鳥
大
学
を
開
学
し

ま
す
。
入
学
式
で
は
町
長
さ
ん
か
ら

講
語
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
醸
5
月
－
総
㈱

▼
時
間
　
午
前
1
0
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
王
時
3
0
分

▼
会
場
　
自
駅
川
休
養
村
セ
ン
タ
ー

教室・講座紹介～舳に個性を生かして樹！～

教室・講座名 孟　　　　　な　　　　　内　　　　　容
期　　　　日 対　　　象

ニコニコ教室 幼兇と保育者が楽しく交流します
銀月第2水曜臼昼 幼児と保育者

現代おやじ掌講座 子供と一緒に楽しめる活動について学びます
毎月第4金曜臼夜 小学生までの

子を持つ父親
成人実摺講座 仕事以外にも得意な分野を作りましょう

毎月第4金曜日夜 40～65歳成人
女姓ネットワーク

研修会
女性の二一ズにもとづいた碕修会で楽しみましょう

毎月王翻 女　　性

湯鳥大学 松之山のシルバーが元気に楽しく学びます
毎月第三水曜臼昼 65歳以上

霞然体験教室 松之由の豊かな自然の中で学びます
毎月第3日曜日昼 小学生と親

生け花教室 山野草をさり氣なく生活の中にとりいれます。
毎月第1火曜日夜 臨蔑一般

ビデオ撮影講座 ビデオの初歩から高度な撮影テクニックまで その都度連絡 晦民一般
少年野球教室 野球の技術と協力性を学びます 毎週日曜臼朝 小学4～6年
ジ望ギング教室 畢朝にさわやかにマイペースで走ります 毎週日曜臼朝 幼兇～一般
才勢隣源癬の蜘索　　藩獄要撫／ハ≠一　　　　面　　・後臼醗窃の教室・講座案内のチラシで串し込みください。電護での申し込みも 受け轡けます．
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1
ω
の
o
り
ー



1
ト
の
o
o
l

ゆ　　　　　　　　の

お知らぜ

松之山町役場

費6－3131

ー
。
0

灘幾鶏離謙
　
　
　
　
　
　
ξ
　
｛
善
…
…
　
書
　
書
…
5
　
…
　
§
き

出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

の
皆
さ
ま
方
へ
　
翻

　
住
民
課
国
民
健
康
像
険
係
納

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
大
変
ご
著
労
さ
ま
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
験
に
撫
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
事
業
所
が
発
行
す

る
離
騰
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
で
圏
畏
健
康
保
険
の
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
濠
た
、
㊥

の
保
険
証
を
持
っ
て
行
か
れ
た
方
は
、

至
急
役
場
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
鷹
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

月
～
回
必
ず
保
険
証
を
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
濠
す
。
出
稼
ぎ
か
ら
お

帰
り
に
な
り
、
新
し
い
保
険
証
に
な

っ
た
ら
鷹
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証
が
お
手
允

に
麟
か
な
い
場
合
も
、
そ
の
雷
を
医

療
機
関
紀
購
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
医
療
機
関
へ
提
示
し
な
か

っ
た
場
禽
は
、
そ
の
後
の
医
療
費
が

自
己
負
撹
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
ご
注
慧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、

医
療
費
の
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

が
変
わ
り
ま
す
　
繍

　
　
　
　
　
　
住
民
課
福
祉
係
⑱

　
町
で
は
昭
和
6
2
年
に
「
松
之
山
町

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
要
綱
」
を
定
め
、
該
当
者
頓
鷹

療
費
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

飽
の
底
療
費
助
成
と
の
関
係
も
あ
り

平
成
7
年
度
で
廃
翫
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
代
わ
り
平
成
8
年
度
か
ら

は
、
新
た
に
「
松
之
山
町
精
神
障
害

沓
鷹
療
費
助
成
に
関
す
る
要
綱
」
を

定
め
、
該
当
さ
れ
る
方
に
医
療
費
の

助
成
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
鷹
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
る

方
は
、
精
神
障
害
で
治
療
を
受
け
て

い
る
方
で
、
助
成
額
は
鷹
療
費
自
己

負
撹
の
2
分
の
ー
で
す
。

　
薩
療
費
助
成
を
受
け
る
雫
続
き
等

に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、
住
罠

謙
福
祉
係
ま
で
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ

さ
い
。

駕輪　　
　
　
　
　
住
戻
課
福
祉
係
㈱

　
老
人
保
健
（
老
人
鷹
療
費
）
の
｝

部
負
担
金
は
、
平
成
7
年
度
か
ら
物

緬
に
旛
じ
て
改
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
8
鐸
度
の
一
部
負
撮
金
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
一
部
負
担

金
は
、
平
成
8
年
4
月
玉
田
か
ら
で

す
。

　雪融けとともに、山菜採りやハイキングなどで野

鐵に患かけることが多くなり、焚火の不始宋やタバ

コの投げ捨てによる山火事が多く発生することから、

山火事、焚火火災予防運動を行います。

焚火（野！焼き〉をする時の注意

☆空気が乾燥している鋳や風のある臼は焚火をしな

いo

☆焼部中はその場を離れない。

☆多量の煙等が発生する場合、最寄りの消防署に連

絡する。

☆水バケツなど消化の準備と後始宋を完全に行う。

　　　　　　　　　松之出分遺勝
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区　　分

竿
年
　
　
度 一部負担金

入　院　外

にカ月〉

平成8年度

〈平成7年度〉

三，020円

（三，Oig円）

入　　　院

（王　田）

平成8年度

（平成7葎度）

一
7
三
〇
円
（700円〉

講
霧
談
綱

　
　
　
　
　
　
住
民
課
福
祉
係
㈱

　
補
聴
盟
の
無
料
相
談
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

⇔
臼
　
時

　
4
駕
2
3
臼
㈹

幽火事・焚火火災予防運動

　4月朽β～5月錘賃
山歩き　重荷にならぬ　火の罵心

　
隼
前
m
時
～
午
前
n
時
3
0
分
ま
で

◇
場
勝

　
松
之
山
購
役
場
　
会
議
室

◇
そ
の
勉

　
身
体
障
害
者
拳
嬢
を
お
持
ち
の
方

は
、
手
縷
と
印
鑑
を
当
環
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
な
お
手
醸
を
お
持
ち
で
な

い
方
も
、
獺
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
禽
わ
せ

　
住
斑
諜
福
祉
係
へ

嘉難学生

綱

　
　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
㈱

　
平
成
8
年
度
の
新
潟
察
高
齢
者
大

学
掌
生
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
さ

アイ．1ラつ集、

れ
る
方
は
、
串
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
入
学
資
格

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

◇
講
廃
種
類

・
基
礎
学
習
謙
程

・
専
門
諜
程
（
禰
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

　
講
座
、
ワ
ー
プ
糧
講
座
〉

◇
会
　
場

　
上
越
市
内
の
2
会
場

◇
掌
習
朗
闘

　
平
成
8
卑
6
月
か
ら
沁
月
ま
で

⇔
受
付
期
間

　
平
成
8
年
4
月
－
沼
㈲
か
ら
4
月

筋
鷺
㈱
ま
で

φ
幽
し
込
み
先

　
（
財
）
新
潟
票
長
寿
社
会
振
興
財
腿

内
の
新
潟
県
蕎
齢
者
大
掌
事
務
局
へ

◇
問
い
禽
わ
せ
先

　
群
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
松
之

山
町
筏
会
禰
祉
協
議
会
へ

瓢
潟
、
鑛
、
難
簿

｝
ぎ
！
…
ー
…
…
…
…
…
…
き
ー
…
…

地
方
分
権
推
進
の
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
さ

講
演
会
を
開
催
　
㈱
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
も

　
　
　
　
新
潟
県
企
薩
課
　
費
2

　
地
方
分
権
推
進
講
演
会
が
醐
催
さ

れ
ま
す
．
ご
希
望
の
方
は
鯛
獄
ま
で

に
購
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
〉
田
　
時

　
4
月
2
3
臼
㈹
午
飼
鐙
時
30
分
～

〈
〉
場
　
所

　
新
潟
県
罠
会
館
（
入
場
無
料
）

⇔
内
　
容

　
演
題
（
仮
題
）
地
方
分
権
推
進
婁

蝿
会
の
中
間
報
轡
を
終
え
て

　
講
　
舗
　
大
森
　
彌
（
東
窟
大
学

教
養
掌
部
教
授
）

　
◇
購
し
込
み
方
法

駕
与

づ
〃

η
一

詮
く

ρ1憩●耽

，
欝

愚
．
為
雰

…
じ
う
し
よ
う
－

　
　
　
σ

窯
　
　
、
瑠

ソ

リ
リ
ワ
し
鴛
　
浄
◎

ゆ
う
亀
命

蓼ン吻

惣
？

　
　
4
　
0

　
ノ

芦

V

　
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
4
月
鷲
欝
㈹
家

で
に
購
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
串
し
込
み
先

　
〒
9
5
0
新
潟
布
新
光
町
4
－
1

新
潟
県
企
爾
調
整
部
企
画
課
「
地
方

分
権
撮
当
」
宛
談
で

⑤
＠
＠

　
3
月
畢
の
蕊
ぺ
ー
ジ
「
善
意
に
感

謝
し
ま
す
』
で
、
2
件
の
ご
寄
付
い

こ
れ
は
松
之
山
購
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
寄

付
先
の
名
称
「
松
之
山
時
祇
会
禰
祉

協
議
会
」
が
脱
落
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
追
撫
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

＊
お
こ
と
わ
り

　
「
シ
リ
ー
ズ
ほ
く
ほ
く
線
の
旅
」

と
「
知
つ
て
得
す
る
年
金
知
識
篇
尋

お
休
み
し
ま
す
。
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た
だ
い
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
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出
違
う
ん
で
饗

¢
急
笑
こ
れ
演

心
く
ぞ
－

②

げ
う
弗
、
L
隆
舜
彪
9

い
い
“
釜
～
ヌ
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Ψ

」緊

蹴
　
　
ハ
君

　
　
妙
炉

魑
　
　
イ
（

糖

ま
・
槻

　
岬
　
脚
　
”

園
圓
團
圏
圃

　
　
　
　
　
　
因
函
団

　
　
ど
の
自
濤
体
も
増
え
続
け
る
ゴ
ミ

　
に
頭
を
痛
め
て
い
る
が
、
東
窟
周
辺

　
部
は
特
に
深
刻
で
あ
る
。

　
　
東
憲
都
の
最
終
処
分
場
は
あ
と
三

　
年
位
し
か
も
た
ず
、
新
た
な
処
分
場

　
を
必
死
で
探
し
て
い
る
。

　
　
年
々
贈
え
続
け
る
ゴ
ミ
は
焼
却
場

　
の
処
理
能
力
を
超
え
て
お
り
、
相
当

　
量
の
斑
燃
ゴ
ミ
が
そ
の
ま
ま
埋
立
て

　
ら
れ
て
い
る
。

　
　
田
舎
で
あ
れ
ば
愈
ゴ
ミ
は
堆
肥
と

　
し
て
利
罵
で
き
、
少
量
の
可
燃
ゴ
ミ

　
は
自
竃
近
く
で
燃
や
さ
れ
る
。

　
　
こ
れ
に
対
し
て
都
会
で
は
磨
家
処

　
理
が
不
可
能
で
あ
9
、
必
然
的
に
大

　
量
の
ゴ
ミ
が
発
盗
す
る
環
境
に
な
っ

　
て
し
ま
っ
た
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
も
盛
ん
轍
な
っ

　
て
き
た
が
、
ま
だ
使
い
捨
て
文
化
が

　
主
派
で
あ
る
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ま
な
い
の
は
再

　
製
費
幣
が
高
い
こ
と
、
圃
収
ル
ー
ト

　
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し

　
て
大
き
な
問
題
は
企
業
及
び
滴
費
者

　
の
意
識
が
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
事
間
や
コ
ス
ト
の
か
か
る
リ
サ
イ

　
ク
ル
よ
り
、
ゴ
ミ
集
積
場
に
ゴ
ミ
を

岬欄紺欄岬僻””掃

鄭
叢
穐『

灘
鐡
む
叢、

灘
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出
し
て
歎
ら
ん
頻
を
し
て
い
る
方
が

何
倍
も
楽
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
新
た
な
焼
却
場
や
簸
終

越
分
場
は
建
設
予
定
地
域
の
反
対
で

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

　
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
を
怠
っ
た
ッ

ケ
が
出
始
め
、
近
い
将
来
東
康
は
ゴ

ミ
の
街
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
東
窟
都
に
残
さ
れ
た
道
は
東
束
湾

に
新
埋
立
地
を
見
つ
け
る
か
、
地
方

に
ゴ
ミ
を
押
し
付
け
る
か
で
あ
る
。

　
ど
ち
ら
に
し
て
も
ゴ
ミ
問
題
の
根

本
的
な
解
決
に
な
ら
ず
、
瓢
盤
紀
初

頭
砿
は
大
聞
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
策
窟
事
務
所
　
儀
藤

‘5
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出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

の
皆
さ
ま
方
へ
　
翻

　
住
民
課
国
民
健
康
像
険
係
納

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
大
変
ご
著
労
さ
ま
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
験
に
撫
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
事
業
所
が
発
行
す

る
離
騰
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
で
圏
畏
健
康
保
険
の
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
濠
た
、
㊥

の
保
険
証
を
持
っ
て
行
か
れ
た
方
は
、

至
急
役
場
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
鷹
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

月
～
回
必
ず
保
険
証
を
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
濠
す
。
出
稼
ぎ
か
ら
お

帰
り
に
な
り
、
新
し
い
保
険
証
に
な

っ
た
ら
鷹
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証
が
お
手
允

に
麟
か
な
い
場
合
も
、
そ
の
雷
を
医

療
機
関
紀
購
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
医
療
機
関
へ
提
示
し
な
か

っ
た
場
禽
は
、
そ
の
後
の
医
療
費
が

自
己
負
撹
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
ご
注
慧
く
だ
さ
い
。
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｝
、

医
療
費
の
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

が
変
わ
り
ま
す
　
繍

　
　
　
　
　
　
住
民
課
福
祉
係
⑱

　
町
で
は
昭
和
6
2
年
に
「
松
之
山
町

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
要
綱
」
を
定
め
、
該
当
者
頓
鷹

療
費
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

飽
の
底
療
費
助
成
と
の
関
係
も
あ
り

平
成
7
年
度
で
廃
翫
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
代
わ
り
平
成
8
年
度
か
ら

は
、
新
た
に
「
松
之
山
町
精
神
障
害

沓
鷹
療
費
助
成
に
関
す
る
要
綱
」
を

定
め
、
該
当
さ
れ
る
方
に
医
療
費
の

助
成
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
鷹
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
る

方
は
、
精
神
障
害
で
治
療
を
受
け
て

い
る
方
で
、
助
成
額
は
鷹
療
費
自
己

負
撹
の
2
分
の
ー
で
す
。

　
薩
療
費
助
成
を
受
け
る
雫
続
き
等

に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、
住
罠

謙
福
祉
係
ま
で
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ

さ
い
。

駕輪　　
　
　
　
　
住
戻
課
福
祉
係
㈱

　
老
人
保
健
（
老
人
鷹
療
費
）
の
｝

部
負
担
金
は
、
平
成
7
年
度
か
ら
物

緬
に
旛
じ
て
改
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
8
鐸
度
の
一
部
負
撮
金
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
一
部
負
担

金
は
、
平
成
8
年
4
月
玉
田
か
ら
で

す
。

　雪融けとともに、山菜採りやハイキングなどで野

鐵に患かけることが多くなり、焚火の不始宋やタバ

コの投げ捨てによる山火事が多く発生することから、

山火事、焚火火災予防運動を行います。

焚火（野！焼き〉をする時の注意

☆空気が乾燥している鋳や風のある臼は焚火をしな

いo

☆焼部中はその場を離れない。

☆多量の煙等が発生する場合、最寄りの消防署に連

絡する。

☆水バケツなど消化の準備と後始宋を完全に行う。

　　　　　　　　　松之出分遺勝

‘4

区　　分

竿
年
　
　
度 一部負担金

入　院　外

にカ月〉

平成8年度

〈平成7年度〉

三，020円

（三，Oig円）

入　　　院

（王　田）

平成8年度

（平成7葎度）

一
7
三
〇
円
（700円〉

講
霧
談
綱

　
　
　
　
　
　
住
民
課
福
祉
係
㈱

　
補
聴
盟
の
無
料
相
談
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

⇔
臼
　
時

　
4
駕
2
3
臼
㈹

幽火事・焚火火災予防運動

　4月朽β～5月錘賃
山歩き　重荷にならぬ　火の罵心

　
隼
前
m
時
～
午
前
n
時
3
0
分
ま
で

◇
場
勝

　
松
之
山
購
役
場
　
会
議
室

◇
そ
の
勉

　
身
体
障
害
者
拳
嬢
を
お
持
ち
の
方

は
、
手
縷
と
印
鑑
を
当
環
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
な
お
手
醸
を
お
持
ち
で
な

い
方
も
、
獺
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
禽
わ
せ

　
住
斑
諜
福
祉
係
へ

嘉難学生

綱

　
　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
㈱

　
平
成
8
年
度
の
新
潟
察
高
齢
者
大

学
掌
生
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
さ

アイ．1ラつ集、

れ
る
方
は
、
串
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
入
学
資
格

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

◇
講
廃
種
類

・
基
礎
学
習
謙
程

・
専
門
諜
程
（
禰
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

　
講
座
、
ワ
ー
プ
糧
講
座
〉

◇
会
　
場

　
上
越
市
内
の
2
会
場

◇
掌
習
朗
闘

　
平
成
8
卑
6
月
か
ら
沁
月
ま
で

⇔
受
付
期
間

　
平
成
8
年
4
月
－
沼
㈲
か
ら
4
月

筋
鷺
㈱
ま
で

φ
幽
し
込
み
先

　
（
財
）
新
潟
票
長
寿
社
会
振
興
財
腿

内
の
新
潟
県
蕎
齢
者
大
掌
事
務
局
へ

◇
問
い
禽
わ
せ
先

　
群
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
松
之

山
町
筏
会
禰
祉
協
議
会
へ

瓢
潟
、
鑛
、
難
簿

｝
ぎ
！
…
ー
…
…
…
…
…
…
き
ー
…
…

地
方
分
権
推
進
の
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
さ

講
演
会
を
開
催
　
㈱
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
も

　
　
　
　
新
潟
県
企
薩
課
　
費
2

　
地
方
分
権
推
進
講
演
会
が
醐
催
さ

れ
ま
す
．
ご
希
望
の
方
は
鯛
獄
ま
で

に
購
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
〉
田
　
時

　
4
月
2
3
臼
㈹
午
飼
鐙
時
30
分
～

〈
〉
場
　
所

　
新
潟
県
罠
会
館
（
入
場
無
料
）

⇔
内
　
容

　
演
題
（
仮
題
）
地
方
分
権
推
進
婁

蝿
会
の
中
間
報
轡
を
終
え
て

　
講
　
舗
　
大
森
　
彌
（
東
窟
大
学

教
養
掌
部
教
授
）

　
◇
購
し
込
み
方
法

駕
与

づ
〃

η
一

詮
く

ρ1憩●耽

，
欝

愚
．
為
雰

…
じ
う
し
よ
う
－

　
　
　
σ

窯
　
　
、
瑠

ソ

リ
リ
ワ
し
鴛
　
浄
◎

ゆ
う
亀
命

蓼ン吻

惣
？

　
　
4
　
0

　
ノ

芦

V

　
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
4
月
鷲
欝
㈹
家

で
に
購
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
串
し
込
み
先

　
〒
9
5
0
新
潟
布
新
光
町
4
－
1

新
潟
県
企
爾
調
整
部
企
画
課
「
地
方

分
権
撮
当
」
宛
談
で

⑤
＠
＠

　
3
月
畢
の
蕊
ぺ
ー
ジ
「
善
意
に
感

謝
し
ま
す
』
で
、
2
件
の
ご
寄
付
い

こ
れ
は
松
之
山
購
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
寄

付
先
の
名
称
「
松
之
山
時
祇
会
禰
祉

協
議
会
」
が
脱
落
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
追
撫
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

＊
お
こ
と
わ
り

　
「
シ
リ
ー
ズ
ほ
く
ほ
く
線
の
旅
」

と
「
知
つ
て
得
す
る
年
金
知
識
篇
尋

お
休
み
し
ま
す
。
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妙
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糖

ま
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槻
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脚
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園
圓
團
圏
圃

　
　
　
　
　
　
因
函
団

　
　
ど
の
自
濤
体
も
増
え
続
け
る
ゴ
ミ

　
に
頭
を
痛
め
て
い
る
が
、
東
窟
周
辺

　
部
は
特
に
深
刻
で
あ
る
。

　
　
東
憲
都
の
最
終
処
分
場
は
あ
と
三

　
年
位
し
か
も
た
ず
、
新
た
な
処
分
場

　
を
必
死
で
探
し
て
い
る
。

　
　
年
々
贈
え
続
け
る
ゴ
ミ
は
焼
却
場

　
の
処
理
能
力
を
超
え
て
お
り
、
相
当

　
量
の
斑
燃
ゴ
ミ
が
そ
の
ま
ま
埋
立
て

　
ら
れ
て
い
る
。

　
　
田
舎
で
あ
れ
ば
愈
ゴ
ミ
は
堆
肥
と

　
し
て
利
罵
で
き
、
少
量
の
可
燃
ゴ
ミ

　
は
自
竃
近
く
で
燃
や
さ
れ
る
。

　
　
こ
れ
に
対
し
て
都
会
で
は
磨
家
処

　
理
が
不
可
能
で
あ
9
、
必
然
的
に
大

　
量
の
ゴ
ミ
が
発
盗
す
る
環
境
に
な
っ

　
て
し
ま
っ
た
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
も
盛
ん
轍
な
っ

　
て
き
た
が
、
ま
だ
使
い
捨
て
文
化
が

　
主
派
で
あ
る
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ま
な
い
の
は
再

　
製
費
幣
が
高
い
こ
と
、
圃
収
ル
ー
ト

　
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し

　
て
大
き
な
問
題
は
企
業
及
び
滴
費
者

　
の
意
識
が
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
事
間
や
コ
ス
ト
の
か
か
る
リ
サ
イ

　
ク
ル
よ
り
、
ゴ
ミ
集
積
場
に
ゴ
ミ
を

岬欄紺欄岬僻””掃

鄭
叢
穐『

灘
鐡
む
叢、

灘
i題N繊24

出
し
て
歎
ら
ん
頻
を
し
て
い
る
方
が

何
倍
も
楽
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
新
た
な
焼
却
場
や
簸
終

越
分
場
は
建
設
予
定
地
域
の
反
対
で

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

　
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
を
怠
っ
た
ッ

ケ
が
出
始
め
、
近
い
将
来
東
康
は
ゴ

ミ
の
街
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
東
窟
都
に
残
さ
れ
た
道
は
東
束
湾

に
新
埋
立
地
を
見
つ
け
る
か
、
地
方

に
ゴ
ミ
を
押
し
付
け
る
か
で
あ
る
。

　
ど
ち
ら
に
し
て
も
ゴ
ミ
問
題
の
根

本
的
な
解
決
に
な
ら
ず
、
瓢
盤
紀
初

頭
砿
は
大
聞
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
策
窟
事
務
所
　
儀
藤
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罵

　
　
　
　
　
翻 騨

残雪はぽくらの庫大きなキャンバス”だ　姻2幅松劉隊校校庭

今月号の室な内容

5甑，、，

特集
　　曝総合計顧〈憩力年町づくり構想〉…2
予算

新しい先生方、新しい駐在さん一・・一　　』・7

わだい　ぼくたち4月から新一年生
　　　　　　　　　　・◆一・一8フ愛ト　残雪の大厳寺高原でスキー大会

みんなの広場／美人林でコンサート…………憩

お簿らせ／新バス会社の社名を募集…　　…14

圓圏回圃
お《播み《露電》

南雲喜代治さん　89歳

　　　　西之萌（新宅〉
高橋　フミさん　顕歳

　　　　中　　羅　（平≧欠寂轟〉

贋塚　リンさん　艇歳

　　　　田麦立（畢生綴〉

※3月1日から3月綴臼までの麗趨分です愚

※広報に載せてほしくない方は、騒串α）とき

に窓口にお話ください。

町の動き
総人照3，銘工人（一2ω

　　男i，694人←一7〉

　　女王，787人（一護3〉

世帯数i，蔦王戸（一8〉

　（）内は葡得との比較

晶
辱
，
壷
晒

轟
》
轡

　
午
勘
嚇
罵
膿

　
恵
“
織

温泉定休日
襲1温泉センター陣の湯

1月1轟：lll153。

5月19231％
駄 義

“
謎
㍉
．

例
　

譲

　
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
樹

ままひとしているところです

　　〈うさぎ絡〉

　あいざわゆか‘ナさん

　　（水梨・坂中〉

リボンがよく欝けました。か

みを欝くのがむずかしかった、

3月のできごと

1鷺　集落総代会

2臼　安高松之由分校卒業式

5日　議会定例会（8露まで〉

王2日　松之山中学校卒業式

　　〈うさぎ緩〉

　むらやまさちほさん
　　（藤内名・となり）

鷺がうまく書けなかった。でも、

目がよく霞けたと思います。

～ノ。N　ず…
1
▽
．泌観蔭／1『

なわとびしているところです

268　保膏所卒園式（浦鐡は28

　　欝）

27日　議会臨蒔会

4月稲費～5月扮欝の予定

21日　第10回ク冒スカントリー

　　スキー大会（大厳寺高原）

19臼　献撫（会場；役場〉

2媚　第捻圏スキーカーニバル　26日　集落総代会

25臼　町内小学校で卒業式　　　3臼　成人式

　農業委員会総会　　　　　惣日　クリーン大作戦

編
集
室
か
ら

　
顯
月
に
入
り
、
新
し
い
奪
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ

の
｝
年
生
が
冗
気
な
姿
で
通
園
・
通

学
し
て
い
ま
す
．
新
し
い
環
境
で
、

み
ん
な
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

広
報
紙
も
今
月
号
か
ら
ほ
ん
の
少
し

で
す
が
、
模
様
替
え
を
し
て
み
ま
し

た
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ

ん
か
ら
の
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
▼
テ
レ
ビ
で
は
桜
の
誌
題
で

持
ち
き
り
で
す
が
、
四
月
に
入
っ
て

役
場
薦
の
観
灘
で
五
十
八
セ
ン
チ
も

の
降
雪
が
あ
り
ま
し
た
。
積
嚢
も
二

鳶
照
十
九
セ
ン
チ
と
ま
だ
ま
だ
真
冬

並
み
。
こ
の
雪
と
寒
さ
で
松
之
山
の

桜
の
開
花
が
ま
た
も
遅
れ
そ
う
で
す
。
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